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地中に眠るロマン
上野原縄文の森 開園10周年



地
中
に
眠
る
ロ
マ
ン

平
成
14
年
10
月
に
「
鹿
児
島
県
上
野
原
縄
文
の
森
」
が
開
園
し
て
、
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
す
。

県
内
外
か
ら
年
間
10
万
人
以
上
が
訪
れ
る
施
設
で
、

国
指
定
史
跡
「
上
野
原
遺
跡
」
や

国
指
定
重
要
文
化
財
「
上
野
原
遺
跡
出
土
品
」
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

考
古
学
的
に
大
変
貴
重
な
資
料
が
揃
う
施
設
で
す
が
、

地
元
の
方
々
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
上
野
原
縄
文
の
森
の
楽
し
み
方
、

こ
の
ま
ち
に
悠
久
の
昔
、
花
開
い
て
い
た
縄
文
文
化
の
魅
力
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

上
野
原
縄
文
の
森 
開
園
10
周
年

日
本
の
歴
史
認
識
を
覆
し
た

上
野
原
遺
跡

今
か
ら
15
年
前
の
平
成
９
年
５

月
、
日
本
の
考
古
学
界
を
揺
る
が

す
大
発
見
が
あ
り
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
上
野
原
遺
跡　

最
大
、
最
古

級
の
定
住
集
落
発
見
」

縄
文
文
化
は
東
か
ら
西
へ
伝
わ 

っ
た
と
い
う
の
が
通
説
だ
っ
た
当

時
、
縄
文
時
代
の
大
集
落
と
し
て

有
名
な
青
森
県
の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺
跡

（
約
５
５
０
０
年
前
）
か
ら
数
千

年
さ
か
の
ぼ
る
、
約
９
５
０
０
年

前
の
定
住
化
し
た
集
落
が
南
九
州

で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
国
に

衝
撃
を
与
え
る
、
ま
さ
に
世
紀
の

大
発
見
で
し
た
。
同
年
６
月
に
開

催
さ
れ
た
遺
跡
見
学
会
に
は
、
全

国
各
地
か
ら
１
日
６
０
０
０
人
を

超
え
る
考
古
学
フ
ァ
ン
や
家
族
連

れ
な
ど
が
集
ま
り
、
連
日
多
く
の

見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

歴
史
を
刻
み
続
け
た
遺
跡

最
先
端
技
術
の
工
業
団
地
「
国

分
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」
建
設

に
と
も
な
っ
て
、
昭
和
61
年
か
ら

発
掘
調
査
が
始
ま
っ
た
上
野
原
遺

跡
。
縄
文
時
代
を
中
心
に
中
世
ま

で
の
遺
構
や
遺
物
が
数
多
く
発
見

さ
れ
、
長
い
間
、
こ
の
地
に
人
々

の
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
中
で
も
特
徴
的
な
時
期

が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
多
数
の
遺
物
が
出
土
し

た
約
７
５
０
０
年
前
の
時
期
。
上

野
原
台
地
の
高
台
で
出
土
し
、
見

晴
ら
し
の
い
い
こ
の
場
所
は
日
常

生
活
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
祭
り

な
ど
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
特
別
な

場
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
日
本

中
を
驚
か
せ
た
約
９
５
０
０
年
前

の
定
住
集
落
が
あ
っ
た
時
期
で
す
。

当
時
、
発
掘
調
査
の
作
業
員
と

し
て
働
い
て
い
た
四
元
誠
さ
ん

（
39
）
は
「
地
中
か
ら
た
く
さ
ん

の
土
器
が
出
て
き
て
も
、
そ
れ
が

ど
の
く
ら
い
す
ご
い
こ
と
か
初
め

は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
専

門
家
の
興
奮
し
た
様
子
に
た
だ
事

で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
遺
跡

見
学
会
に
押
し
掛
け
た
人
の
数
と

熱
狂
ぶ
り
に
も
驚
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
作
業
員
も
案
内
役
を
務
め
、

一
日
に
何
度
も
遺
跡
を
案
内
し
た

こ
と
が
懐
か
し
い
で
す
」。
遺
跡

見
学
会
に
参
加
し
た
濱
田
か
お
り

さ
ん
（
35
）
は
「
そ
の
頃
、
大
学

で
考
古
学
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
自
分
の
住
む
国
分
で
、
こ

ん
な
貴
重
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
遺
跡
の
規

模
や
豊
富
な
出
土
品
に
鳥
肌
が
立

つ
ほ
ど
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

天
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

工
業
団
地
造
成
の
た
め
に
始

ま
っ
た
上
野
原
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
し
た
が
、
保
存
・
活
用
の
声
が

高
ま
り
、
平
成
９
年
６
月
、
当
時

の
須
賀
竜
郎
県
知
事
が
「
天
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、

現
地
保
存
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
14
年
10
月
、
35

万
４
６
７
１
平
方
㍍
の
敷
地
に
約

１
２
４
億
円
を
投
じ
て
建
設
さ
れ

た
「
上
野
原
縄
文
の
森
」
が
開
園

し
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
た
だ
の
展

示
館
で
は
な
く
、
縄
文
時
代
の
当

時
の
植
生
を
再
現
し
た
森
が
広
が

り
、
復
元
集
落
が
立
ち
並
ぶ
異

空
間
。「
縄
文
時
代
へ
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
」
で
き
る
施
設
の
誕
生
で

し
た
。

S59.3 国分上野原テクノパーク建設決定

S61年度 「国分上野原テクノパーク」発掘調査開始
【弥生時代の土器、竪穴住居跡などを発見】

H4〜6年度
【7500年前の壺形土器、土偶、耳飾りなどを発見。台
地の高いところに丸と四角の口をもつ２個の壺型土
器が完全な形で埋められており、その周辺にも土器や
石斧が埋納されていた】

H7～ 9年度
【9500年前の地層から、２条の道筋に沿った52軒の
竪穴住居群を中心に、39基の集石遺構や16基の連
穴土坑などを発見】

H9.5
鹿児島県立埋蔵文化財センターが上野原遺跡につい
て「縄文時代の定住化した国内最大規模で、かつ最
古級の集落遺跡」と発表

H9.6 須賀竜郎県知事現地保存表明

H10.6 上野原遺跡の出土品（約7,500年前）767点が「国指
定重要文化財」に指定

H11.1 上野原遺跡が「国指定史跡」に指定
H14.10 上野原縄文の森 開園

上野原遺跡と縄文の森のあゆみ 当時の新聞掲載記事

南日本新聞
（平成９年５月27日、６月２日、６月３日）

縄
文
時
代
と
は

日
本
の
歴
史
は
旧
石
器
時
代
に
始
ま
り
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
と
移

り
変
わ
る
。

氷
河
に
覆
わ
れ
て
い
た
旧
石
器
時
代
は
マ
ン
モ
ス
や
ナ
ウ
マ
ン
象
な
ど

の
大
型
獣
を
食
料
と
し
、
遊
動
生
活
を
し
て
い
た
時
代
。

続
く
縄
文
時
代
は
温
暖
化
を
迎
え
、
豊
か
な
森
が
発
達
し
、
狩
猟
に

加
え
木
の
実
な
ど
の
採
集
も
生
活
の
基
盤
と
な
っ
た
。
煮
炊
き
用
の
土

器
や
狩
猟
用
の
石
鏃
な
ど
が
出
現
す
る
。
縄
文
時
代
は
今
か
ら
約
１

万
３
０
０
０
年
前
か
ら
２
３
０
０
年
前
の
お
よ
そ
1
万
年
間
続
い
た
。
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集う挑む

楽しむ家族で１泊２日の縄文キャ
ンプ村に参加しました。

子どもたちにいろいろな体験を
させたくて毎年参加し、今年で
３回目です。初日の夕食は縄文
料理に挑戦。連穴土坑でお肉
や卵を燻製にしたり、集石遺
構でじゃがいもを蒸したり。想
像以上においしくて、昔の人の
知恵に感動しました。夜は復
元した竪穴住居に泊まりました
が、子どもたちは普段できな
い体験に驚いたり、はしゃい
だり、とても楽しんでいました。
こんなに素晴らしい遺跡が地
元にあり、勉強や体験のできる
施設が整っていることはうれし
いです。これからも活用したい
です。

どんぐり倶楽部は上野原
縄文の森のオープンと同

時に結成され、今年で10 年を
迎えます。上野原遺跡のガイド
をはじめ、自然あふれる縄文の
森を活用したさまざまなイベン
トを実施しています。私たちの
活動を通して、訪れた人に驚き
と感動を、子どもたちに学校で
はできない貴重な体験を提供
できるように努めています。地
元にこんなに素晴らしい遺跡
があることは私たちの誇りです。
「地域の遺跡は地域で守る」こ
とをモットーに、市外・県外の
方はもちろん、地元の皆さんに
より親しまれる施設になるよう、
私たちも頑張ります。

自分が成長できる夏休みに
したいと思って、上野原

縄文の森のボランティアガイド
に応募しました。事前学習会
と現地研修に加えて、自分なり
に勉強し、分かりやすい案内
の仕方を何度も練習しました。
本番でお客さま相手に説明す
るのは少し緊張しましたが、楽
しんでもらえてうれしかったで
す。私のお気に入りは、肉や卵
を燻製する調理施設 “ 連穴土
坑 ” です。冷蔵庫もない時代
に食べ物を長持ちさせること
ができる、昔の人の知恵はす
ごいと思います。上野原遺跡
の素晴らしさを、子どもからお
年寄りまでたくさんの人たちに
伝えたいです。

小 さいころ、テレビでエジ
プトのツタンカーメンを

見てから歴史に興味を持つよう
になりました。自分の住んでい
るまちの歴史を知りたくて、文
化財少年団に応募しました。今
日は上野原縄文の森の展示室
や遺跡保存館、地層観察館な
どを見学しましたが、一番心に
残ったのは展示室です。いろん
な形の土器や石器があって、ど
うやって使われていたのか考え
ると楽しくなりました。上野原
縄文の森には何度か来たこと
があって、アスレチックで遊ん
だり、弓矢を作ったりしたこと
があります。楽しいところなの
で、また家族で遊びに行きた
いです。

国分松木町在住
岩崎広和さん、
真由子さん、
瑠
りゅう

昴
せ い

君（天降川小4年）、

瑠
る

菜
な

ちゃん（天降川小1年）

福山町福山在住
上野原縄文の森支援友の会
「どんぐり倶楽部」会長

益山博美さん（72）

国分湊在住
又木映

え

実
み

さん
（国分南中３年）

国分福島在住
中尾颯

そ う

吾
ご

君
（国分西小4年）

連穴土坑➡
大きい穴と小さい穴を掘り、ト
ンネル状につないでいる。大
きい穴で火をたいて煙をおくり、
小さい穴に吊るした肉や魚をい
ぶして燻製にする調理施設。食
糧が安定しない時代に、保存
食を作ることができたと考えら
れる。

⬇展示館
国の重要文化財に指定された
7500 年前の出土品や県内で
発見された土器などを展示。縄
文時代の生活を再現したジオラ
マやシアターもあり、歴史に詳
しくない人も当時の様子を知る
ことができる。

⬇集石遺構
石を焼き、焼けた石の中に葉で
包んだ食材を入れ、上から土を
かぶせて蒸し焼きにする調理施
設。

地層観察館➡
上野原遺跡の時代を示す根拠
となった火山灰層や縄文時代
の地層など実物を見ることがで
きる。

遺跡保存館➡
9500 年前の竪穴住居跡や集
石遺構・土坑などを、発掘され
たままの形で展示・保存。実際
に縄文人が暮らした場所は必
見。

⬆復元集落
縄文時代の竪穴住居を復元。
中に入ることもできるので、縄文
人気分を味わえる。意外と夏は
涼しく、冬は暖かい。

上野原縄文の森には、地元の遺跡をもっと
人々に知ってもらい、親しんでほしいとボラ
ンティアでガイドを務める人たちがいます。

参加者

参加者

INTERVIEW

INTERVIEW

INTERVIEW
INTERVIEW

燻製した卵
黒いすすがついたら食べ頃

ジオラマに興味津々

土器パズルに夢中

燻製した肉

シアター

地中に眠るロマン

縄
文
の

森
を
楽

し
も
う
縄文の世界へ
タイムスリップ

上
野
原
縄
文
の
森
は
歴
史
や
縄

文
文
化
が
学
べ
る
と
こ
ろ
。
で
も
、

学
者
や
考
古
学
フ
ァ
ン
だ
け
の
施

設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
人

に
、
見
て
、
体
験
し
て
、
森
の
空

気
に
癒
や
さ
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
場
所
で
す
。

今
回
は
そ
ん
な
魅
力
を
探
る
た

め
、
地
元
の
小
学
生
で
結
成
さ
れ

た
「
文
化
財
少
年
団
」
と
、
縄
文

人
の
生
活
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
縄
文
キ
ャ
ン
プ
村
」
に
密
着
取

材
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
驚
き

と
感
動
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

■体験メニュー　⃝火おこし（15分～）無料　⃝アクセサリー作り（60 ～ 90分）200円　⃝アンギン編み壁
掛け作り（30分～）無料　⃝弓矢作り（15分～）300円　⃝どんぐりアート（45分～）50円　⃝平織りコースター
作り（60分～）100円　⃝おえかき土器（10 ～30分）300円　⃝縄文ブレスレット作り（45分～）100円　⃝森
の実ペンダント（15分～）300円　⃝美

きゅら

海
う み

真珠（60分～）400円　⃝土器作り体験（15分～）150 ～ 500円

■縄文料理体験メニュー（要予約・食材持ち込み）　⃝燻製（90分～）　⃝石蒸し（120分～）
　※復元集落の宿泊体験は、イベント時のみ。

ボランテ
ィアガイ

ド

ボランテ
ィアガイ

ド

火おこし体験

石器で魚を切り分ける

集
石
遺
構
で
蒸
し
焼
き
に
し
た
イ
モ
を
が
ぶ
り

燻
くん

製
せい

の技術で
獲物がとれなかった日も
お肉を食べることが
できたんだね。

土器は、
ひも状にした
粘土を巻き上げて
形を作った
みたい。
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現代に語りかける遺跡
地域の歴史の感動がここに

新東晃一さん（65）
昭和22年伊佐市（旧大口市）生まれ。文学博士。岡山
理科大学理学部卒業。過去の火山活動を分析して考古
学に生かす「火山灰考古学」を提唱。岡山県教育委員
会文化課、鹿児島県教育委員会文化課などを経て鹿児
島県立埋蔵文化財センター次長兼南の縄文調査室長
として、南九州の考古学研究を精力的に進める。平成
20年退職後も南九州縄文研究会代表として、講座や
講演、執筆活動などを行い、地元の考古学水準の向上
に努めている。

上
野
原
縄
文
の
森
は
貴
重
な
資

料
の
見
学
も
縄
文
早
期
の
生
活
体

験
も
で
き
、
誰
で
も
楽
し
め
る
施

設
で
す
。
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
魅
力
を
探
る
た
め
、
南
九
州
縄

文
研
究
会
代
表
で
文
学
博
士
の
新し

ん

東と
う

晃こ
う

一い
ち

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

上
野
原
遺
跡
の
価
値

「
発
掘
調
査
の
結
果
、
９
５
０

０
年
前
の
上
野
原
に
は
、
10
軒
ほ

ど
の
竪
穴
住
居
が
建
ち
、
50
人
ほ

ど
が
暮
ら
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
人
々
の
食
生
活
は
狩
猟
・

採
集
だ
け
で
な
く
、
集
石
遺
構
や

連
穴
土
坑
を
使
っ
た
調
理
の
技
術

も
あ
り
ま
し
た
。
７
５
０
０
年
前

の
時
代
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
土

偶
や
耳
飾
り
、
壺
型
土
器
な
ど
を

使
っ
て
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
非
常

に
先
進
的
で
高
い
精
神
文
化
が
花

開
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

上
野
原
遺
跡
は
、
一
級
品
の
遺
構

や
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
広
大
な
敷
地
を
調
査
し

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に

し
か
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
集

落
の
全
体
像
が
見
え
、
当
時
の

人
々
の
生
活
の
様
子
が
詳
し
く
わ

か
っ
た
点
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」

に
あ
り
ま
し
た
。

「
昨
年
１
月
、
新
燃
岳
が
大
噴

火
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
は
火
山

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
４
０
０
年
前
、
上
野
原
の
人
々

の
生
活
を
壊
滅
さ
せ
た
の
も
鬼
界

カ
ル
デ
ラ
の
大
爆
発
で
し
た
。
し

か
し
、
皮
肉
に
も
そ
の
火
山
灰
層

が
考
古
学
的
に
は
大
き
な
成
果
を

生
ん
で
い
ま
す
。
科
学
的
な
研
究

で
噴
出
年
代
が
わ
か
る
火
山
灰
。

南
九
州
は
特
に
火
山
活
動
が
盛
ん

で
、
大
地
に
降
り
積
も
っ
た
火
山

灰
は
何
層
に
も
堆
積
し
て
い
ま
す
。

そ
の
地
層
を
利
用
し
て
年
代
が
わ

か
る
の
で
す
」

悠
久
の
時
を
越
え
た

縄
文
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
の
集
石
遺
構
や
連
穴
土
坑
で
、

人
々
は
料
理
を
し
て
い
た
。
こ
の

壺
や
耳
飾
り
は
儀
式
の
と
き
に
使

わ
れ
た
。
地
層
の
こ
の
ラ
イ
ン
は

火
山
灰
か
。
縄
文
人
が
残
し
た
サ

イ
ン
は
、
太
古
の
昔
へ
の
ロ
マ
ン

を
か
き
立
て
ま
す
。
上
野
原
縄
文

の
森
で
は
、
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の

サ
イ
ン
が
皆
さ
ん
を
迎
え
て
く
れ

ま
す
。

新
東
さ
ん
は
「
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
、
地

元
の
人
た
ち
が
も
っ
と
誇
り
に
思

い
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。
開
園
10

周
年
を
機
に
改
め
て
縄
文
文
化
に

思
い
を
馳
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
縄
文
の
森
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
「
秋
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
、

上
野
原
遺
跡
の
歴
史
と
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
考
え
る
「
縄
文
シ

テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
縄
文
文
化
に
ふ
れ
る
チ
ャ

ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
先

人
た
ち
が
地
中
に
残
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
た
め
に
、
ま

ず
は
上
野
原
縄
文
の
森
へ
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

考
古
学
的
に
非
常
に
価
値
の
高

い
上
野
原
遺
跡
。
そ
れ
ま
で
は
東

日
本
で
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
た
縄
文
文
化
が
、
数
千
年
も
さ

か
の
ぼ
る
時
代
に
南
九
州
で
花
開

い
た
の
は
な
ぜ
か
。
新
東
さ
ん
は

興
味
深
い
指
摘
を
し
ま
す
。

「
日
本
の
歴
史
は
旧
石
器
時
代

に
始
ま
り
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳

と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
旧
石
器
時

代
末
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
温

暖
化
が
進
み
、
豊
か
な
森
が
で
き

て
き
ま
す
。
森
が
で
き
る
と
木
の

実
や
植
物
が
増
え
、
そ
れ
を
求
め

て
動
物
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
食
べ
物
を
追
い
求
め
て
遊

動
し
て
い
た
人
々
は
、
食
料
に
な

る
動
物
・
植
物
が
揃
っ
た
場
所
に

定
住
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日

本
で
最
初
に
温
暖
化
が
進
ん
だ
の

は
、
南
九
州
。
上
野
原
の
台
地
に
、

ほ
か
の
地
域
に
先
駆
け
て
人
々
が

ム
ラ
を
作
っ
た
こ
と
は
、
森
や
植

生
の
い
ち
早
い
形
成
と
大
き
な
関

係
が
あ
っ
た
の
で
す
」

豊
か
な
森
が
も
た
ら
し
た
恵
み

の
文
化
、
定
住
集
落
が
あ
っ
た
の

は
９
５
０
０
年
前
と
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
年
代
が
わ
か

る
の
か
。
答
え
は
新
東
さ
ん
が
長

年
提
唱
し
て
き
た
火
山
灰
考
古
学

縄文遺跡のある16市町のネットワーク化を図り、縄文の魅
力、歴史的意義を全国に発信しようと毎年開催されている
「縄文シティサミット」。今年は霧島市で開催します。
※上野原遺跡のある霧島市は九州で唯一の参加都市です。

薩摩剣士隼人ショーや太鼓、ダンスの披露など楽しいス
テージと、さまざまな体験活動が楽しめます。燻製卵や肉、
石蒸しイモなど縄文料理も販売します。

【第一部】 記念鼎談「遺跡から見た災害と生活」
・登壇者＝	小林達雄さん（國學院大學名誉教授）
	 新東晃一さん（南九州縄文研究会代表）
	 辛島美登里さん（シンガーソングライター・おじゃんせ霧島大使）

【ミニライブ】 辛島美登里さんのミニライブ
【第二部】 サミット「縄文遺跡・これからの活用」
・登壇者＝	小林達雄さん、縄文都市連絡協議会加盟都市首長
※入場無料。
�問＝文化振興課文化財グループ  ☎（42）1119

�問＝上野原縄文の森  ☎（48）5701

体験活動＝�火おこし、アクセサリー作り、竹細工（13日）、土器作り
（14日）木の工芸、どんぐり工作など。

縄文シティサミットinきりしま
1310

土 場所／霧島市民会館
午後３時～６時

開園10周年記念
縄文の森秋まつり
1310 14土 日⇒ 場所／上野原縄文の森 体験広場

午前10時～午後３時

S
P

E
C

I
A

L
 

E
V

E
N

T
S

地中に眠るロマン

縄文文化をのぞいてみませんか。
どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

→
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霧 島 か わ ら 版

私 たちの会員は、ほとんどが 65
歳以上の高齢者です。今回清掃

した小野浜トンネル付近は、インター
が近くにあるため車の交通量が多い場
所です。地元住民はもちろんですが、

霧島市は観光地でもあるので、訪れた人たちに気持ちよくドライブ
してもらい、改めて霧島市は素晴らしい場所だと感じてもらいたい
です。ボランティアとして、毎月 1回、草払いや花を植えています
が、これからも地域に貢献したいです。

自 治会内での話し合いで、道
路アダプト制度に登録する

ことにしました。登録することで、
自治会にもお金が入り、自治会内
の運営も少し楽になります。今日

は 550㍍の長さの道路を約 30人で清掃したり、道路破損がな
いか状況確認したりしました。12月にもあと 1回予定してい
ますが、地元の道路をきれいにして、気持ちのいい地域にして
いきたいと思います。

文化交流で
たくましく成長

仲間と共に
勝ち取った準優勝

地域の伝統行事に
興味津々

300年以上続く
伝統行事
300年以上続く牧園町中津川の

伝統行事「犬飼火流し」が８月15
日、同地区の中津川で行われ、約
100人の見物客が訪れました。こ
の行事の由来は仏教の精霊流しに

通じ、毎年８月15日に開催されています。孟宗竹で組み、七夕飾りなどが
積み上げられた約４㍍四方のいかだに、辺りが暗くなると火がつけられ、
燃え上がるいかだがゆっくりと川を下っていきます。途中、川岸から竹
などが投げ込まれると、炎がさらに高く燃え上がり、「ボン、ボン」と竹
がはじける音が響き渡り、多くの見物客から歓声が上がっていました。

毎年、精進落としの伝統行事と
して行われる「はんぎり出し」が８
月16日、国分広瀬の潮溜まりであ
りました。Ｖ字型に組んだ７㍍の
竹２本の開口部の先端に板と、馬

の飼料を入れるおけ“はんぎり”を縄で組み、板の上から投網を投げ入れ
ます。当日は約300人の見物客が訪れ、網を投げ入れたり、ボラなどの魚が
網にかかったりすると大きな歓声が上がっていました。隼人町日当山から
来た山下京子さんは「兄妹と一緒に初めて見に来ました。網にたくさん
の魚がかかり驚きました。また来年も見に来たいです」と話していました。

ファミマカップ第32回全日本小
学生バレーボール大会（女子）が
８月７日から10日まで関東各地で
行われ、鹿児島県代表として出場
した日当山バレーボールスポーツ

少年団が見事準優勝しました。決勝戦では高知県代表の中村ＪＶＣと戦い、
一進一退の攻防を繰り広げフルセットの末、全国制覇には手が届きませ
んでしたが、県代表として素晴らしい成績を残しました。中福良小学校の
馬渡菜

な

摘
つみ

キャプテンは「優勝はできませんでしたが、チーム一丸となり、
チームで勝ちとった銀メダル。とてもうれしいです」と話していました。

第20回日韓親善子供大使友好の
翼が８月16日から19日にかけて
行われました。市内の小学５･ ６
年生16人が参加し、釜山広域市の
培英初等学校を訪れました。旧溝

辺町時代から始まり、今回は第20回目となる節目の交流で、交流会やホー
ムステイ、韓国伝統体験などをしました。髙田教育長も同行し、釜山広域
市教育長を表敬訪問しました。溝辺小学校６年生の福山幸太くんは「文化
の違いに驚きましたが、とてもいい体験ができました」と話していまし
た。また、来年１月には培英初等学校の皆さんが霧島市を訪問されます。

美しい
環境づくりのために

道路アダプト制度スタート

身近なことから始めてみませんか

遊友会会長の鍋谷末熊さん
（隼人町小田在住）

溝辺町竹子今別府自治会長の
溝口敏郎さん

の
清
掃
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
景
観
も
良
く
な
り
、
き
れ

い
に
な
っ
た
市
道
を
通
行
す
る
利

用
者
が
増
え
た
り
、
見
通
し
が
良

く
な
り
不
法
投
棄
が
減
少
し
た
り

す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
何
気
な
く
捨
て
た
ご

み
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

は
５
人
以
上
で
構
成
す
る
地
区
自

治
公
民
館
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
ほ
か
活
動
の

継
続
性
が
保
た
れ
る
団
体
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
取
り
組
み

市
が
定
め
た
国
道
・
県
道
・
市

道
で
、
次
に
掲
げ
る
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

・�

道
路
の
草
刈
り（
年
２
回
以
上
）

・�

道
路
の
ゴ
ミ
な
ど
の
収
集
、
処

分
（
年
２
回
以
上
）

・�

道
路
破
損
な
ど
の
情
報
提
供

●
支
援
金
交
付
内
容

作
業
区
間
の
延
長
に
よ
り
、
次

の
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

・�

４
０
０
㍍
以
上
７
５
０
㍍
未
満

＝
３
万
円

・�

７
５
０
㍍
以
上
１
５
０
０
㍍
未

満
＝
４
万
円

・�
１
５
０
０
㍍
以
上
＝
５
万
円

※�
活
動
作
業
中
の
事
故
な
ど
に
つ

い
て
は
、
市
が
加
入
し
て
い
る

保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎�

＝
建
設
施
設
管
理
課
道
路

維
持
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
６

５
、
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

そ
れ
が
集
ま
る
と
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
民
皆
さ

ん
で
協
力
し
あ
い
、
美
し
い
環
境

を
未
来
へ
残
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法

●
対
象
と
な
る
団
体

市
内
の
企
業
な
ど
の
法
人
ま
た

鹿
児
島
県
が
５
年
に
１
回
行
っ

て
い
る
、
社
会
生
活
基
本
調
査
の

結
果
、
県
民
は
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
心
と
い
う
調

査
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
１
日

の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を

仕
事
や
学
業
、
地
域
で
の
活
動
な

ど
に
費
や
し
て
い
る
か
、
ま
た
過

去
１
年
間
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
た
か
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。

調
査
で
は
過
去
１
年
間
で
自
由

時
間
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
充
て

た
こ
と
の
あ
る
人
の
割
合
が
34
・

４
％
で
、
山
形
県
と
鳥
取
県
に
次

ぎ
全
国
で
３
番
目
に
多
い
結
果
で

し
た
。

市
内
で
も
市
民
や
団
体
の
方
た

ち
が
精
力
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
付
近
の
道
路
を
毎
日
、
清

掃
し
て
い
る
隼
人
町
の
田
畑
満
さ

ん
（
62
）
は
「
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
自
宅
付
近
を
歩
い
て
い
た

ら
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い

殻
な
ど
の
ご
み
を
見
か
け
ま
し

た
。
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
、
８

年
前
か
ら
清
掃
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
約
５
㌔
の
範
囲
を
２
時
間
か

け
て
清
掃
し
ま
す
が
、
や
り
終
え

た
後
に
は
、
す
が
す
が
し
さ
や
達

成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
の
環
境
を
考
え
、

多
く
の
方
に
清
掃
活
動
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
体
が
続
く
限
り
、
こ
の
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

熱
く
話
す
言
葉
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
熱
意
を
感

じ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
小
さ
い

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で
も

清
掃
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
の
前
の
小
さ
な
こ
と
や
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
、
ま
ず
は
身
近
な

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧
島
市
道
路
ア
ダ
プ
ト
制
度

道
路
を
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情

を
も
っ
て
面
倒
を
み
て
い
た
だ
く
、

自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
に

よ
る
美
化
活
動
に
対
し
て
、
支
援

金
を
交
付
す
る
「
道
路
ア
ダ
プ
ト

制
度
」
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

現
在
の
登
録
団
体
数
は
20
団
体

（
８
月
８
日
現
在
）
で
、
約
20
㌔ 清掃作業をする田畑満さん

CIVIC NEWS

今別府自治会の清掃作業（溝辺町） 遊友会の清掃作業（隼人町）

IN
T

E
R

V
IE

W
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７
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
の
６
泊

７
日
の
日
程
で
「
第
３
回
い
ざ

行
け
！
き
り
し
ま
探
検
隊
」
が
行
わ
れ
、

応
募
の
あ
っ
た
小
学
５
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
ま
で
の
42
人
が
霧
島
の
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
霧
島
市
の
豊
か
な
大

自
然
の
中
で
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
が
一
緒
に
集
団
生
活
や
自
然
体
験
を

通
じ
て
、感
受
性
豊
か
な「
き
り
し
ま
っ

子
」を
育
成
す
る
た
め
に
、市
教
育
委
員

会
が
毎
年
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
自
然
を
満
喫

今
回
も
自
然
や
歴
史
の
魅
力
を
体
感

で
き
る
た
く
さ
ん
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が

組
ま
れ
ま
し
た
。

天
降
川
源
流
の
探
検
や
韓
国
岳
登
山

で
は
白
煙
が
立
ち
上
る
新
燃
岳
の
火
口

を
見
る
な
ど
生
き
る
火
山
の
迫
力
を
体

感
し
ま
し
た
。
上
野
原
縄
文
の
森
で
は

火
お
こ
し
や
縄
文
料
理
に
挑
戦
、
錦
江

湾
で
は
海
釣
り
や
干
潟
観
察
な
ど
を
体

験
。
釣
っ
た
魚
は
自
分
た
ち
で
さ
ば
き

ま
し
た
。
最
終
日
に
は
隼
人
港
沖
の
無

人
島
「
神
造
島
」
に
行
き
、
錦
江
湾
の

美
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

引
率
し
た
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
の
新

あ
ら
た

沙さ

耶や

香か

主
事
補
は
「
最
初
は
遠

慮
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
ろ
い

ろ
体
験
を
し
て
い
く
う
ち
に
打
ち
解
け

て
、
団
結
力
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
中

学
生
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
よ
う

に
な
り
、
小
学
生
の
い
い
お
手
本
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
み
ん

な
が
率
先
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
見
え
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

霧
島
の
大
自
然
を
満
喫
し
た
６
泊
７

日
。
最
終
日
に
無
人
島
で
見
せ
た
真
っ

黒
に
日
焼
け
し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

は
成
長
の
証
で
す
。

た
く
さ
ん
の
体
験
で

大
き
く
成
長

６
泊
７
日
で
霧
島
の
魅
力
を
体
験

韓国岳登山 釣った鮎は塩焼きに みんなで川遊び 海釣りを体験 みんなで料理にも挑戦

自然が好きで、小学５年生の
時、初めて「いざ行け！きりしま
探検隊」に参加、今回が２回
目です。１回目は言われてから
行動していましたが、今回は班
の中で最高学年、しかも班長
という立場だったので、自分か
ら周りに声をかけるように心
掛けました。みんなでいろんな
体験をしていくうちに絆が生ま
れ、楽しい１週間でした。今回
感じたことは助け合うことの
大切さ。班をまとめることがで
きたのも、みんなが協力してく
れたおかげ。経験したことを今
後に生かしていきたいです。

◎
横
川
中
学
校　

１
年

長
坪
　
空そ

ら

君

イベント名 （  ）内は主催団体です 日　　時　［対　象］ 問い合わせ先

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 10月 6日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 10月 1日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 9月22日（土）、10月13日（土）・27日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
10月 4日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］ 
10月 5日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
9月16日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） 10月14日（日） 10：30 ～ 11：30（場所：サンあもり）

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） 9月15日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

おはなし広場（ふくの子おはなし会） 9月22日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室

森
に
囲
ま
れ
た
ス
テ
キ
な
ホ
テ
ル
に

や
っ
て
き
た
リ
ネ
。気
持
ち
の
い
い
と

こ
ろ
な
の
に
、
リ
ネ
の
胸
は
ざ
わ
ざ

わ
し
て
い
ま
す
。夜
中
、ふ
と
目
を
覚

ま
し
て
外
を
見
て
み
る
と
、
小
柄
な

お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
…
。

北
見
葉
胡  

作

ね
っ
こ
ば
あ
の
お
く
り
も
の

池
永  

陽  

作

教
師
か
ら
疎
外
さ
れ
た
喧
嘩
屋
と
ヤ

リ
セ
ン
と
い
じ
め
ら
れ
る
少
女
。不
幸

を
背
負
っ
た
２
人
は
、
ひ
た
む
き
に

幸
せ
へ
の
道
を
探
す
。島
の
子
ど
も

た
ち
と《
ぐ
う
た
ら
先
生
》
が
織
り

な
す
感
動
の
物
語
。

青
い
島
の
教
室

新
聞
紙
や
風
船
と
い
っ
た
身
近
な

も
の
を
使
い
、
高
齢
者
の
運
動
能

力
の
差
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
工

夫
が
満
載
。

三
瓶
あ
づ
さ  

作

高
齢
者
の
た
め
の

か
ん
た
ん
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

「
小
坂
屋
」
の
跡
取
り
お
嬢
・
翠み

ど
り

は
器

量
良
し
だ
が
、
近
目
で
不
器
用
な
の

が
玉
に
き
ず
。神
君
家
康
公
ゆ
か
り

の
眼
鏡
に
い
ざ
な
わ
れ
、
翠
は
弟
分

と
と
も
に
西
国
か
ら
や
っ
て
来
る

「
人
買
い
船
」
を
探
す
…
。

村
木  

嵐  

作

船
を
待
つ
日

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

凸
凹
サ
バ
ン
ナ
／
玖
村
ま
ゆ
み

解
／
堂
場
瞬
一

そ
の
暁
の
ぬ
る
さ
／
鹿
島
田
真
希

あ
の
こ
ろ
の
デ
パ
ー
ト
／
長
野
ま
ゆ
み

は
か
ぼ
ん
さ
ん 

空
蝉
風
土
記
／
さ
だ
ま
さ
し

幸
せ
の
条
件
／
誉
田
哲
也

明
日
の
こ
と
は
知
ら
ず
／
宇
江
佐
真
理

虚
像
の
道
化
師
／
東
野
圭
吾

途
中
の
一
歩
／
雫
井
脩
介

レ
オ
ン
氏う
じ

郷さ
と

／
安
部
龍
太
郎

健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
豆
乳
の
魔
法
レ
シ
ピ
／
浜
内
千
波

リ
ッ
ク
と
さ
ま
よ
え
る
幽
霊
た
ち
／
エ
ヴ
ァ
・
イ

ボ
ッ
ト
ソ
ン

お
か
あ
さ
ん
の
手
／
ま
は
ら
三
桃

保
健
室
の
日
曜
日
／
村
上
し
い
こ

り
ん
ご
畑
の
12
カ
月
／
松
本 

猛

ル
ド
ル
フ
と
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト
／
斉
藤 

洋

いざ行け！
きりしま探検隊

欲しいもの
は、なんで

もミシン

で作ってし
まうお母ち

ゃんでも

…温かい
親子の物

語です。長

谷川義史
さんの絵

本は読ん

でいると
心がぽか

ぽかしてき

て自分の
幼いころの

思いとか

懐かしさを
思い出しま

す。去年

の東日本
大震災後

、誰もが家

族、親子の
絆の大切

さを改め

て考えさせ
られました

。

おかあち
ゃんが

つくった
る

作者名：長
谷川義史

推薦者

坂口美智子
さん

牧園地区子
ども会

育成連絡協
議会会長

家族の絆の

大切さを

感じる一冊私
の
宝
本

神造島で無人島体験
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清
水
洋
一
さ
ん
65
歳
。
湧ゆ

う

水す
い

イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
小
林
市
内
の

湧
水
地
を
調
査
し
、
そ
の
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。

「
私
の
苗
字
は
〝
清
水
〟。
だ
か
ら

水
を
調
べ
守
る
こ
と
に
使
命
感
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
た
ん
で
す
」
と
笑

顔
で
そ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

調
査
を
始
め
た
の
は
50
歳
の
と
き
。

10
年
か
け
て
70
数
か
所
の
湧
水
地
を

発
見
し
ま
し
た
。
見
つ
か
ら
ず
に
、

た
だ
山
の
中
を
歩
き
続
け
た
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
し
か
し
、「
特
に
苦
労

し
た
と
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
活

動
が
水
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ

ば
」
と
話
し
ま
す
。

し
か
し
、
湧
水
地
か
ら
湧
き
出
す

水
は
減
少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　

一
昨
年
の
夏
、
清
水
さ
ん
が
定
期

的
に
観
測
し
て
い
た
と
あ
る
湧
水
地

の
こ
と
。
そ
こ
は
、
夏
に
な
る
と
水

が
湧
き
出
す
場
所
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
水

が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
年
の
少
な
い
降
水
量
が
原
因
と
も

考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
同
じ
現
象
が
起
き
た
湧

水
地
が
も
う
一
か
所
あ
り
、
湧
水
が

限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
た
出
来
事
で
し
た
。（
※
現
在
は

湧
き
出
し
て
い
ま
す
）

昨
年
７
月
、
小
林
市
は
水
資
源
保

全
条
例
を
制
定
。
清
水
さ
ん
は
「
湧

水
は
市
の
大
き
な
魅
力
。
保
全
に
は
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
残
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
条
例
を
契
機
に
、
水
が

限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

現
在
は
、
小
中
学
校
か
ら
講
師
と

し
て
招
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り

か
け
る
活
動
も
行
う
清
水
さ
ん
。
そ

の
温
か
い
眼
差
し
は
、
こ
れ
か
ら
も

小
林
市
の
湧
水
を
見
守
り
続
け
ま
す
。

環 霧 情 報
目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、
県境を越えて連携し地域活性化を図ります。

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

霧島山

E
V

E
N

T
S

 
O

F
 

K
A

N
K

I
R

I
S

H
I

M
A

焼肉スタジアム

・�日時＝９月15日（土）午後４時～９時
・�場所＝えびの市国際交流センター（野外）
・�内容＝野外広場で焼き肉大会。前売りチケット
1,500円（宮崎牛バラ100ｇ、宮崎産豚バラ100ｇ、
宮崎産若鶏もも100ｇ、ソーセージ2本、野菜盛り
※通常大人の1.5人前）。チケットは前売りのみで
9月10日まで販売。そのほかマグロの解体ショー
やキャンドル演出あり。

◎ ＝えびの市観光協会  ☎0984（35）3838

えびの市

皇
おう

子
じ

原
ばる

公園ヒガンバナまつり

・�日時＝９月22日（土）　午前10時～午後３時
・�場所＝皇子原公園多目的広場（高原町）
・�内容＝ヒガンバナの名所として知られる皇子原公
園。古墳群や遊歩道、レジャー施設などもある自
然公園で、秋には約300万本のヒガンバナが咲き
誇ります。毎年、同園で行われる「ヒガンバナまつ
り」では、かぼちゃコンテストやステージショー
などが行われます。

◎ ＝高原町観光協会  ☎0984（42）4560

高原町

豊かな小林市の
湧水を守る活動を続ける

「水の守り人」

湧水インストラクター

清
し み ず

水洋
よ う

一
い ち

さん

水源地調査

◎溝辺町竹子

溝
辺
町
竹
子
の
間
世
田
潤じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
母
ス
ミ
子
さ
ん
の
料
理
が
大

好
き
で
し
た
。
特
に
好
き
だ
っ
た

の
が
「
ナ
ス
田
楽
」。
※

タ
ジ
ン
鍋

で
ナ
ス
を
蒸
し
、
自
家
製
み
そ
で

作
っ
た
田
楽
み
そ
を
つ
け
た
母
特

製
。
そ
の
優
し
い
味
は
潤
子
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
に
も
大
好
評
で
す
。

「
ナ
ス
嫌
い
だ
っ
た
長
男
に
、

私
が
母
の
料
理
法
で
ナ
ス
田
楽
を

作
っ
て
食
べ
さ
せ
た
ら
“
お
い
し

い
”
と
全
部
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
は
わ
が
家
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

子
ど
も
が
お
い
し
い
そ
う
に
食
べ

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
少
し
は
母

の
味
に
近
づ
け
た
か
な
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
」

５
年
前
、
農
業
に
憧
れ
、
鹿
児

島
市
か
ら
移
住
し
て
き
た
潤
子
さ

ん
。
夫
の
共と

も

実の
り

さ
ん
と
一
緒
に
農

業
の
修
業
を
し
、昨
年
独
立
。「
安

心
し
て
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と

農
薬
を
使
わ
ず
に
野
菜
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
物
は
近
く
の
物
産
館

で
販
売
。
希
望
者
に
は
料
理
の
仕

方
も
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
料
理

法
の
基
に
な
っ
て
い
る
の
が
母
の

味
。
健
康
志
向
が
高
か
っ
た
ス
ミ

子
さ
ん
は
、
あ
ま
り
油
を
使
わ
な

い
ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
い
料
理
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
母
の
作
る
料
理
は
、
い
つ
も

な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
す
る
味
で
し
た
。

今
考
え
る
と
私
た
ち
の
こ
と
を

思
っ
て
く
れ
る
気
持
ち
が
、
そ
う

さ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ほ
か
の
人
に
も
、
そ
ん
な
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
い
た
く
て
母
の
味

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
私

に
で
き
る
親
孝
行
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」

溝
辺
に
引
っ
越
す
潤
子
さ
ん
に

ス
ミ
子
さ
ん
は
タ
ジ
ン
鍋
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
娘

を
思
う
母
の
愛
情
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

自
分
た
ち
の
こ
だ
わ
り
野
菜
を

使
い
、
母
の
愛
情
が
こ
も
っ
た
料

理
法
と
タ
ジ
ン
鍋
で
作
っ
た
料
理

が
並
ぶ
間
世
田
家
の
食
卓
に
は
、

い
つ
も
家
族
の
笑
顔
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか
元気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

間世田潤子さん（36）

〈作り方〉	 ①ナスを縦に半分に切り、飾り包丁を入れておく。
	 ② �小さなフライパンに油をひき、みそ、みりん、砂糖を入れて中火か弱火で練る。（多め

にできるので残りはほかの料理に）
	 ③タジン鍋を熱し、油をひき、そこにナスの切った面を下にして入れて、少し焼き目をつける。
	 ④ナスを裏返す（このとき、みそをぬってもＯＫ）。
	 ⑤ �水を大さじ１入れ、ふたをして中火から弱火で10分ほど蒸し焼きにする。ナスがとろと

ろになったら②をお好みでつける
	 ※ �タジン鍋で蒸し焼きにするとナスがとろとろに柔らかくなっておいしいです。お鍋のま

ま食卓に持っていき、アツアツのまま食べるのが間世田風。

〈材　料〉	 �ナス2本、みそ大さじ1、みりん小さじ
1、砂糖大さじ2、水大さじ１、油少量

◎タジン鍋で作るナス田楽

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

母の料理は愛情たっぷり

※タジン鍋（写真）
モロッコなどで使われる鍋。とんがり帽子の
ような形のふたが特徴的で、その形状から蒸
し料理などによく使われる。
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４
年
前
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
い
て
末
綱
聡
子
選

手
と
ペ
ア
を
組
み
、
２
回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
前
田
美

順
選
手
。
２
度
目
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
前
回
と
比

べ
て
全
く
違
う
思
い
で
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

「
４
年
前
は
初
め
て
の
出
場
で
気
持
ち
に
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
予
選
敗
退
と
い
う
悔
し
い
思
い

は
し
ま
し
た
が
、
一
試
合
一
試
合
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
、
満
足
で
き
る
大
会
で
し
た
」

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ベ
ス
ト
４
に
入
っ
た
末
綱
・
前

田
ペ
ア
は
、
い
っ
き
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
周
り
の

期
待
に
応
え
な
い
と
い
け
な
い
重
圧
で
、
な
か
な
か
結
果

が
残
せ
ず
２
人
と
も
大
き
な
目
標
が
持
て
な
い
ま
ま
、
た

だ
試
合
を
こ
な
す
よ
う
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

厳
し
い
練
習
を
す
る
中
、
ま
た
あ
の
大
き
な
舞
台
で
プ

レ
ー
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
芽
生
え
始
め
ま
す
。「
最

初
は
、
そ
の
覚
悟
が
お
互
い
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
と
し
て
最
年
少
22
歳
で

出
場
し
た
新
鍋
理
沙
選
手
。
安
定
し
た
レ
シ
ー
ブ
な
ど
で
、

日
本
女
子
28
年
ぶ
り
の
銅
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
。
霧
島
市

に
な
っ
て
初
の
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
銅
メ
ダ
ル
を
か
け
て
も
ら
っ
た
瞬
間
、
鳥
肌
が
立
ち

ま
し
た
。
試
合
を
重
ね
る
う
ち
に
、
コ
ー
ト
に
い
る
選
手

や
ベ
ン
チ
に
い
る
選
手
、
監
督
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
心
が

一
つ
に
な
り
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
の

ず
っ
し
り
と
し
た
重
さ
は
、
み
ん
な
の
思
い
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
メ
ダ
ル
を
も
ら
い
ま
し
た

が
、
今
回
が
一
番
う
れ
し
い
メ
ダ
ル
に
な
り
ま
し
た
」

新
鍋
選
手
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
生
は
順
風
満
帆
な
道

の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
内
の
高
校
に
入
学

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
や
春
高
バ
レ
ー
で
ベ
ス
ト
４
に

入
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
が
、
部
内
で
問
題
が
起

気
持
ち
が
ち
ぐ
は
ぐ
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、

二
人
の
固
い
結
束
も
あ
り
、
最
後
の
最
後
で
出
場
を
決
め

ら
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
４
年
間
の
苦
悩
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

母
校
横
川
小
学
校
の
全
校
生
徒
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
っ
た
前
田
選
手
は
「
全
部
読
み
ま
し
た
。
故
郷
か

ら
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
大
き
な
力
そ
し
て
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
コ
ー
ト
の
中
で
し
か
頑
張
れ
ま
せ
ん
が
、
私

の
プ
レ
ー
が
皆
さ
ん
の
元
気
に
な
れ
ば
と
思
い
プ
レ
ー
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

「
私
の
人
生
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
そ
の
も
の
。パ
ー
ト
ナ
ー

同
様
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
す
。
今
の
時
点
で
は

４
年
後
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
声
援
を
力
に

変
え
、
目
の
前
の
試
合
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
」

４
年
に
１
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
の
間
、
苦
悩
や
葛

藤
が
あ
り
ま
し
た
。
香
港
戦
は
勝
っ
て
も
決
勝
リ
ー
グ
に

上
が
れ
な
い
と
分
か
っ
て
い
た
末
綱
・
前
田
ペ
ア
。
そ
れ

で
も
、
最
後
ま
で
悔
い
の
な
い
２
人
ら
し
い
試
合
が
で
き

た
こ
と
へ
の
満
足
感
が
、
試
合
後
に
抱
き
合
う
２
人
の
笑

顔
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
続
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
バ
レ
ー
を
辞
め
る
か
、
転
校
す
る
か
。
迷
っ
て
い
る

時
、
県
外
の
高
校
か
ら
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
行
く
か
行

か
な
い
か
心
が
揺
れ
動
く
中
、
親
友
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル
で

も
あ
る
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
大
迫
美
帆
さ
ん
に
相
談
。
大

迫
さ
ん
は
「
理
沙
が
行
く
な
ら
私
も
行
く
」
と
お
互
い
に

転
校
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

「
バ
レ
ー
が
で
き
な
く
な
る
と
思
っ
た
時
、
辞
め
よ
う

と
本
当
に
考
え
ま
し
た
。
だ
け
ど
美
帆
や
親
な
ど
の
励
ま

し
が
あ
り
バ
レ
ー
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん

な
の
支
え
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
メ
ダ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
つ
か
ん
だ
メ
ダ
ル
で
す
」

新
鍋
選
手
の
小
学
校
２
年
生
の
と
き
の
文
集
に
は
“
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
”
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
夢
を
諦
め
ず
追
い
求
め
た
結
果
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
。
し
か
も
銅
メ
ダ
ル
ま
で
獲
得
し
、
幼
い
自
分
の

描
い
た
夢
を
超
え
た
瞬
間
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
新
鍋
選
手
。
そ
の

首
に
か
か
る
銅
メ
ダ
ル
は
、
金
メ
ダ
ル
に
負
け
な
い
輝
き

を
放
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
本
人
の
努
力
と
、
み
ん
な
の

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
証
し
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

R
isa Shinnabe

M
iyuki M

aeda

新
鍋
理
沙
選
手

前
田
美
順
選
手

この夏、夢と感動をありがとう

市役所で行われた応援会

約200人で前田選手をお出迎え

小
学
校
２
年
生
の
時
の
文
集

４年に１度のスポーツの祭典「オリンピック」。2012ロンドン  オリンピックに出場した、女子バレーボールの新鍋理沙選手と
バドミントン女子ダブルスの前田美順さん  に、オリンピックでの思いを聞きました。
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チムニー：海底の熱水活動によって金
属化合物が噴出孔の周囲に沈殿した
ために煙突状の形になったもの。

輝安鉱：アンチモンの硫化物（アンチ
モンと硫黄の化合物）。独特の金属光
沢を持つ針状の結晶が特徴。

アンチモン鉱床形成のイメージ

７
月
号
で
霧
島
錦
江
湾
国
立
公

園
の
湾
奥
部
、
福
山
沖
で
「
た
ぎ

り
」
の
現
象
が
見
ら
れ
る
若
尊
海

域
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
海
域
は
火
山
噴
火
後
に
陥

没
し
た
カ
ル
デ
ラ
部
分
に
当
た
り
、

活
火
山
「
若
尊
」
に
相
当
し
ま
す
。

水
深
２
０
０
㍍
の
海
底
か
ら
噴
き

出
し
た
火
山
性
ガ
ス
が
海
面
に
達

す
る
「
た
ぎ
り
」
現
象
が
見
ら
れ
、

周
辺
に
は
人
体
に
は
猛
毒
の
硫
化

水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
サ

ツ
マ
ハ
オ
リ
ム
シ
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
煙
突
状
の
先
端

シリーズ❺　

火山が創り出
した神秘の海

錦江湾

Kirishima & Kinko bay national park

か
ら
熱
水
（
温
泉
）
を
吹
き
出
す

チ
ム
ニ
ー
と
呼
ば
れ
る
構
造
物
が

あ
り
ま
す
。

今
回
は
海
底
火
山
活
動
に
よ
っ

て
で
き
た
希
少
金
属
ア
ン
チ
モ
ン

な
ど
を
含
む
海
底
熱
水
鉱
床
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

白
く
輝
く
海
底

岡
山
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研

究
科
の
山
中
寿
朗
准
教
授
は
平
成

５
年
か
ら
地
球
生
命
誕
生
の
謎
を

解
く
研
究
の
一
環
と
し
て
錦
江
湾

奥
部
の
調
査
を
開
始
。
平
成
19
年
、

九
州
大
学
な
ど
と
共
同
で
無
人
潜

水
艇
を
使
っ
た
調
査
で
チ
ム
ニ
ー

を
発
見
し
ま
し
た
。

暗
い
海
底
を
無
人
潜
水
艇
の
ラ

イ
ト
が
照
ら
し
ま
す
。
船
上
の
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る

光
景
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
研
究

者
た
ち
。「
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

引
き
上
げ
よ
う
」
と
誰
も
が
思
っ

た
そ
の
時
、
高
さ
１
・
５
㍍
、
直

径
２
、３
㍍
、白
く
輝
く
チ
ム
ニ
ー

の
先
端
か
ら
は
熱
水
が
吹
き
出
し
、

あ
ま
り
の
高
温
に
海
水
が
揺
ら
い

で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

「
船
の
上
で
は
う
れ
し
さ
の
あ

ま
り
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
」

と
そ
の
時
の
感
動
を
話
す
山
中
先

価
を
し
た
り
し
ま
す
。

若
尊
海
域
の
西
側
に
あ
る
チ
ム

ニ
ー
か
ら
噴
き
出
す
２
０
０
度
近

い
熱
水
は
地
中
に
し
み
込
ん
だ
海

水
が
マ
グ
マ
で
加
熱
さ
れ
た
も
の

で
す
。
マ
グ
マ
で
加
熱
さ
れ
る
際
、

周
辺
の
岩
石
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
成

分
が
溶
け
込
み
一
緒
に
運
ば
れ
て

き
ま
す
。
噴
出
と
同
時
に
海
水
に

よ
っ
て
急
に
冷
や
さ
れ
た
熱
水
か

ら
溶
け
き
れ
な
く
な
っ
た
成
分
は
、

チ
ム
ニ
ー
と
な
っ
て
堆
積
。
こ
れ

が
熱
水
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

熱
水
鉱
床
で
す
。

若
尊
で
は
輝き

安あ
ん

鉱こ
う

が
鉱
床
を
な

し
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
国
内
消

費
の
１
８
０
年
分
、
約
90
万
ト
ン

の
ア
ン
チ
モ
ン
や
25
㌧
の
金
、
銀

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
埋
蔵

量
は
国
内
消
費
量
の
３
日
分
ほ
ど

で
す
が
石
油
も
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。希

少
金
属
ア
ン
チ
モ
ン
は
、
１

㌧
あ
た
り
の
価
格
が
１
０
０
万
～

１
５
０
万
円
。
ハ
イ
テ
ク
製
品
の

ほ
か
、
映
像
を
記
録
す
る
ブ
ル
ー

レ
イ
デ
ィ
ス
ク
や
熱
に
強
い
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
自
動
車
部
品
な
ど

少
量
で
す
が
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
鉱
床
の
発
見
の
た
め
に

錦
江
湾
に
あ
る
鉱
床
の
採
掘
は

採
算
に
合
う
の
か
と
の
質
問
に
は

「
そ
れ
は
日
本
が
工
業
国
を
目
指

し
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ン
チ
モ
ン
な

ど
の
鉱
床
が
必
要
な
の
か
と
い
う

こ
と
に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
調
査
は
錦
江
湾
の
採
掘

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
熱

水
活
動
に
よ
っ
て
鉱
床
が
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
る
か
を
解
明
し
、
同

様
の
活
動
の
場
所
に
同
じ
よ
う
な

ア
ン
チ
モ
ン
や
金
な
ど
を
含
む
鉱

床
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

探
査
指
標
が
得
ら
れ
ま
す
。
日
本

に
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い

鉱
床
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
発
見
の

た
め
に
も
錦
江
湾
は
特
別
な
存
在

な
の
で
す
」

火
山
の
恵
み
で
も
あ
る
海
底
熱

水
鉱
床
。
こ
れ
ほ
ど
浅
い
海
に
あ

る
チ
ム
ニ
ー
は
、
世
界
に
こ
こ
だ

け
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
す

る
に
は
と
て
も
適
し
た
海
な
の
で

す
。山

中
先
生
ら
は
今
年
９
月
に
も

学
術
調
査
を
実
施
し
、
採
掘
す
る

た
め
の
試
掘
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

錦
江
湾
が
日
本
の
資
源
開
発
に
役

立
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

錦江湾に眠る希少金属

岡
山
大
学
大
学
院

自
然
科
学
研
究
科

准
教
授 

山
中
寿
朗
さ
ん

昨年３月、錦江湾で希少金属アンチモンが発見されたとの
報道がありました。
錦江湾の海底では火山活動によって
貴重な金属が作られていたのです。

錦江湾にもある石油
石油は長い時をかけてアスファルト分の多い黒色からガソリン分の多い透明へ変化し
ていくものがあります。右の写真は、日本が輸入する中東の原油（約1億年前の生物起
源）と同様に黒い国産原油。左写真の日本海の石油は約1500万年前の生物を起源と
した若いもですが、すでに透明になっているのは珍しく、おそらく火山などによる熱水
活動との関わりが深いのではないかといわれています。錦江湾の石油は約6000年前
の生物が起源とまだ新しく、泥の中に分散して存在しています。

四国の山中で地質調査中

福山町上空から錦江湾を望む

マグマだまり

熱水噴出孔
（チムニー）

海底

海面

酸性水塊の海

熱水
火
山
ガ
ス

熱
水
の
支
流
で
ア
ン

チ
モ
ン
が
硫
化
水
素

と
結
合
し
て
沈
殿
。

鉱
床
を
形
成
す
る
。

⬅
■
■
■
■
■

た
ぎ
り

アンチモン、水
銀などを含む

生
。
そ
の
後
、
次
々
に
50
㍍
四
方

に
３
つ
の
チ
ム
ニ
ー
を
発
見
し
ま

し
た
。

46
億
年
の
ロ
マ
ン

地
質
学
者
は
46
億
年
前
の
地
球

誕
生
か
ら
の
歴
史
を
探
り
、
鉱
床

開
発
に
当
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
探
査
し
、
見
つ
か

れ
ば
そ
れ
が
有
効
な
鉱
物
で
あ
る

か
を
評
価
し
ま
す
。
そ
し
て
、
埋

蔵
量
や
安
全
に
取
り
出
せ
る
の
か
、

採
掘
計
画
を
作
っ
た
り
、
品
質
評
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すこやか保健センター

上小園  貴子

がん検診

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
文

化
は
青
森
県
の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺
跡
を
代
表
と
す

る
よ
う
に
、
東
日
本
で
大
き
く
花
開
い
て
い

き
ま
し
た
。

縄
文
人
に
学
ぶ

縄
文
時
代
は
約
一
万
年
続
き
ま
す
が
、
そ

の
間
一
貫
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
自
然
と
の
共
生
」
で
す
。
日
本

各
地
に
残
っ
て
い
る
縄
文
遺
跡
か
ら
は
「
自

然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
そ
し
て
敬
う
」
と
い

う
縄
文
人
の
心
や
息
吹
き
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

弥
生
時
代
以
降
は
、
稲
作
な
ど
の
農
耕

社
会
と
な
り
、
人
々
は
自
然
と
の
共
生
か
ら
、

自
然
の
征
服
へ
と
考
え
方
を
変
え
、
自
然
破

壊
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

上
野
原
遺
跡
や
三
内
丸
山
遺
跡
を
は
じ
め

と
し
た
縄
文
遺
跡
は
、
数
千
年
の
間
、
自
然

災
害
な
ど
か
ら
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
ま

で
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
縄
文

人
が
津
波
や
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
が
な

い
安
全
な
場
所
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
現

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災
や
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
る
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
被
災
し

て
き
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威
の
前
で
は
私
た

ち
は
無
力
で
す
。
今
一
度
、
縄
文
人
の
心
や

生
き
方
を
上
野
原
縄
文
の
森
で
学
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

文
責
＝
鈴

「
上
野
原
縄
文
の
森
」
は
今
年
の
十
月
で
開

園
し
て
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
縄
文

時
代
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

縄
文
時
代
と
は

そ
も
そ
も
「
縄
文
時
代
」
と
は
、
い
つ
ご

ろ
で
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。縄

文
時
代
は
一
般
的
に
は
、
今
か
ら
一
万

三
千
年
前
か
ら
二
千
三
百
年
前
ま
で
の
こ
と

を
言
い
、
旧
石
器
時
代
と
弥
生
時
代
に
挟
ま

れ
た
時
期
を
縄
文
式
土
器
の
変
化
に
よ
っ
て

大
き
く
六
つ
（
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・

後
期
・
晩
期
）
に
分
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
時
代
の
区
分
を
一
般
的
に
は

人
々
の
営
み
、
す
な
わ
ち
、
国
の
成
立
、
支

配
者
の
交
代
、
社
会
・
文
化
の
変
化
よ
っ
て

分
け
て
い
ま
す
が
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文

時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
は
、
自
然
環
境
の
急

変
動
と
い
う
非
常
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。

縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り

旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
の
移
行
期

は
、最
後
の
氷
河
期
で
あ
る「
ウ
ル
ム
氷
河
期
」

か
ら
温
暖
期
に
向
か
う
気
候
変
動
の
時
期
で
、

植
生
も
針
葉
樹
か
ら
落
葉
広
葉
樹
へ
交
代
し
、

日
本
列
島
も
海
水
面
が
急
速
に
上
昇
し
て
大

陸
と
分
離
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
急
激
な
環
境
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
生
息
し
て
い
た
マ
ン
モ
ス
や
ト
ナ
カ
イ

な
ど
の
大
型
哺
乳
動
物
が
絶
滅
し
、
小
型
哺

乳
動
物
や
木
の
実
、
魚
介
類
が
多
く
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
人
々
の
暮
ら
し
は

狩
猟
に
よ
る
移
住
生
活
か
ら
狩
猟
採
集
に
よ

る
定
住
生
活
に
替
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
狩

猟
す
る
動
物
（
小
型
動
物
・
魚
介
類
）
の
変

化
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
（
石
器
、
釣

り
針
、
銛も

り

、
網
な
ど
）
が
考
案
さ
れ
、
採
取

し
た
木
の
実
な
ど
を
保
管
し
た
り
、
煮
炊
き

す
る
た
め
に
土
器
が
発
明
さ
れ
、地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
土
器
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

上
野
原
遺
跡
の
登
場

そ
の
定
住
化
が
南
九
州
か
ら
始
ま
っ
た
の

に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
石
器
時
代
の

終
末
期
は
、
最
終
氷
期
の
名
残
で
気
候
は
寒

冷
で
、
日
本
列
島
は
針
葉
樹
に
覆
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
縄
文
時
代
に
入
り
、
温
暖
化
が
進

ん
で
く
る
と
、
低
緯
度
に
位
置
し
て
い
る
南

九
州
か
ら
落
葉
広
葉
樹
の
森
が
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

こ
の
自
然
環
境
の
変
化
が
、
落
葉
広
葉

樹
が
持
つ
髙
い
植
物
性
食
料
（
木
の
実
）
の

供
給
力
に
よ
っ
て
定
住
生
活
が
可
能
と
な
り
、

上
野
原
台
地
に
人
々
が
住
み
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
も
温
暖
化
が
進
み
、
落
葉
広
葉
樹

の
森
は
東
日
本
へ
、
そ
し
て
北
日
本
ま
で
広

皆
さ
ん
、
最
近
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
か
。
平
成
23
年
度
の
死
亡
原
因
の
１
位
は

が
ん
で
、
35
万
８
０
０
０
人
、
２
位
は
心
疾

患
19
万
８
０
０
０
人
、
３
位
は
脳
血
管
疾
患

12
万
６
０
０
０
人
の
死
亡
者
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
人
の
約
３
人
に
１
人
は
、
が
ん

で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
族

や
友
人
、
親
戚
な
ど
、
が
ん
に
な
っ
た
と
聞

く
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
だ
け
が
ん
は
、
身
近
な
病

気
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

霧
島
市
の
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
は
国
や
県
と
比
較
し
、
や
や
高
め
の
受

診
状
況
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
受
診
率
が
低
い

で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ

き
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
活
用
し
よ
う

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
が
対
象
の
方
に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
の
が
ん
検
診
は
、

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
で
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
の
す
す
め

が
ん
を
早
期
に
発
見
し
よ
う

が
ん
は
、
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
治
癒
率
は
ぐ
ん
と
良

く
な
り
ま
す
。
症
状
の
出
な
い
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
は
絶
対
に
大
丈

夫
、
が
ん
に
は
な
ら
な
い
と
自
信
を
持
っ
て

い
る
方
も
、
ぜ
ひ
、
年
に
１
回
は
が
ん
検
診

を
受
け
て
、
健
康
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
あ
な
た
の
周
囲
の
大
切
な
方
た
ち

も
安
心
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１

１
７
８

お
詫
び
と
訂
正

広
報
８
月
上
旬
号
20
ペ
ー
ジ
の
「
健
康
情

報
の
相
談
窓
口
」
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）�

霧
島
市
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
血
液

内
科
☎（
42
）１
１
７
１
（
毎
週
月
曜
日
、

金
曜
日
は
１
、
２
、
３
、
５
週
）

（
正
）�（
毎
週
火
曜
日
と
、
１
、
２
、
３
、
５

週
の
金
曜
日
）

上野原遺跡で発見された丸と四角の口をした壺形土器。
２つならべて埋められていた。

「
上
野
原
縄
文
の
森
」
開
園
十
周
年
記
念

縄
文
時
代
の
魅
力

検診名 対象者 主な検査の仕方

胃がん検診

40歳以上
男女

バリウムを飲み胃をレントゲン撮影して
検査をします。

大腸がん検診
便にわずかな血液が混入しているか調べ
るため２日間、便を少量採取して検査をし
ます。

肺がん検診
胸部をレントゲンで撮影して検査します。
たばこをたくさん吸っている人（１日本数
×年数＝600以上の人）は、痰（たん）を３
日間取ってもらい検査をします。

結核検診 65歳以上
男女

胸部をレントゲンで撮影して検査をしま
す。

乳がん検診 40歳以上
女性

医師により乳房のしこりの有無を判断す
る視触診と、乳房専用のレントゲン撮影
「マンモグラフィー」で検査をします。

子宮がん検診 20歳以上
女性

子宮頚部から綿棒などで細胞を取り顕微
鏡で検査をします。

がん検診の内容

H21年度死亡原因率

H21年度がん検診受診率（％）

がん検診クーポン対象年齢
対象がん
検診

対象
年齢 生年月日

子
宮
が
ん
検
診

20 H 3.4.2 ～ H 4.4.1

25 S61.4.2 ～ S62.4.1

30 S56.4.2 ～ S57.4.1

35 S51.4.2 ～ S52.4.1

乳
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

40 S46.4.2 ～ S47.4.1

45 S41.4.2 ～ S42.4.1

50 S36.4.2 ～ S37.4.1

55 S31.4.2 ～ S32.4.1

60 S26.4.2 ～ S27.4.1

0

霧島市 鹿児島県 全国

肺
がん

子宮
がん

乳
がん

大腸
がん

5

10

15

20

25

30

35

がん
28%

心臓病
16%

脳血管の病気　10%

その他
46%
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（平成24年度実施分）

A nnuity ◎年金情報

10
月
か
ら
後
納
制
度
が

始
ま
り
ま
す

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る

方
は
、
申
し
込
み
に
よ
り
、
平
成

24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
に
限
り
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
が
、
過
去
２
年
か
ら
10
年
に

延
長（「
後
納
制
度
」と
い
い
ま
す
）

さ
れ
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
年
金
額
の
増
額
や
受
給
資

格
期
間
（
25
年
）
を
確
保
で
き
る

介
護
予
防
事
業
を
開
催

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
次
の
施
設
を
市
の
介
護

予
防
拠
点
と
位
置
付
け
、
介
護
予

防
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
65
歳
以
上
の
方
と
そ
の

方
の
支
援
を
す
る
家
族
な
ど
。

⃝
�

時
間
＝
２
時
間
程
度

⃝
�

内
容
＝
健
康
体
操
、
栄
養
教
室
、

音
楽
療
法
、
認
知
症
な
ど
介
護

予
防
に
関
す
る
こ
と
。

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
税
理
士
に
よ
る
無
料
法

律・登
記・税
務
相
談
所
開
設

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児

島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
南
九

州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会
に

よ
る
法
律
・
登
記
・
税
務
無
料
相

談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

土
地
建
物
の
登
記
、
境
界
問
題
、

相
続
問
題
、
成
年
後
見
手
続
、
裁

判
手
続
、
消
費
者
金
融
問
題
、
税

務
相
談
、
供
託
手
続
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
殺
予
防
週
間

９
月
10
日

か
ら
16
日
は

自
殺
予
防
週

間
で
す
。
誰

で
も
心
の
健

康
を
損
な
う

可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
本

市
で
は
、
一
人
一
人
が
自
殺
を
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
、
身
近
な
問

題
と
し
て
受
け
止
め
て
自
殺
対
策

の
主
役
と
な
る
よ
う
、
共
に
支
え

あ
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
お
知
ら
せ
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

◦�

10
年
以
内
に
保
険
料
の
納
め
忘

れ
の
期
間（
納
付
や
免
除
以
外
）

や
、
未
加
入
の
期
間
が
あ
る
方
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

◦��

①
の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入

中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る

方
。

③
65
歳
以
上
の
方

⃝
�

日
時
＝
10
月
６
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階

⃝
�

相
談
員
＝
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
税
理
士

※�

事
前
予
約
は
不
要
。
相
談
希
望

の
方
は
、
当
日
直
接
会
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
相
談
無

料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

◎�

＝
県
司
法
書
士
会
☎
０
９
９

（
２
５
６
）
０
３
３
５
、
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
☎
０
９
９

（
２
５
７
）
２
８
３
３
、
南
九

州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会

め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の

た
め
の
行
動

〈
気
づ
き
〉

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
付
い

て
声
を
か
け
る
。

◦�

発
言
や
行
動
、
体
調
の
変
化
な

ど
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感

に
な
り
、
心
の
悩
み
や
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が

発
す
る
周
り
へ
の
サ
イ
ン
に
早

く
気
付
き
ま
し
ょ
う
。

◦�

変
化
に
気
付
い
た
ら
、「
眠
れ

て
ま
す
か
」
な
ど
、
自
分
に
で

き
る
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

う
ち
最
も
古
い
分
か
ら
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◦�

過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険

料
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

◦�

一
部
免
除
（
４
分
の
１
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
）

さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
未
納
と

な
っ
て
い
る
期
間
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
後
納
保

険
料
は
、
一
般
の
未
納
期
間
と

同
じ
１
か
月
分
の
保
険
料
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎�

＝
加
治
木
年
金
事
務
所
☎

（
62
）３
５
１
１

⃝
�

場
所
＝
よ
か
セ
ン
タ
ー
７
階
会

場
（
鹿
児
島
中
央
駅
前
ダ
イ

エ
ー
の
ビ
ル
）

⃝
�

相
談
料
＝
無
料

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は

判
断
能
力
が
不
十
分
な
認
知
症

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
な
ど
は
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
入
所
に
関
す
る
契
約
、

遺
産
分
割
の
協
議
な
ど
を
、
自
分

で
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ

て
も
、
よ
く
判
断
が
で
き
ず
に
契

帰
化
な
ど
の
問
題
。

⃝
�

供
託
＝
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
、

給
料
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
な

ど
。

⃝
�

人
権
＝
相
続
、
扶
養
、
離
婚
な

ど
家
族
間
の
問
題
、
差
別
、
家

庭
内
暴
力
、
児
童
虐
待
、
体
罰
、

い
じ
め
、
そ
の
ほ
か
の
悩
み
な

ど
。

⃝
�

相
談
員
＝
法
務
局
職
員
な
ど
。

※�

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

み
な
さ
ん
の
周
り
に「
い
じ
め
」

う
促
す
。

◦�

心
の
病
気
や
社
会
・
経
済
的
な

問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
公
的
相
談
機
関
、

医
療
機
関
な
ど
の
専
門
家
へ
の

相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◦�

相
談
を
受
け
た
側
も
、
一
人
で

は
抱
え
込
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
、
本
人

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持

ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、

友
人
、
上
司
と
い
っ
た
頼
れ
る

人
の
協
力
を
求
め
、
連
携
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

〈
見
守
り
〉

◦��

年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
任
意

加
入
中
の
方
な
ど
。

※�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
後
納
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

◦��

納
付
可
能
な
10
年
以
内
と
は
、

納
め
よ
う
と
す
る
月
前
10
年
以

内
の
期
間
で
す
。

（
例
）�

平
成
14
年
10
月
分
を
後
納

す
る
場
合
→
平
成
24
年
10

月
末
日
が
納
付
可
能
期
間

と
な
り
ま
す
。

◦��

後
納
制
度
を
利
用
い
た
だ
く
場

合
は
、
後
納
が
可
能
な
期
間
の

◎�

＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課
長
寿

介
護
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９

５
成
年
後
見
相
談
会
を
開
催

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々

（
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
な
ど
）
の
財
産
管
理

や
身
上
監
護
な
ど
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
る
成
年
後
見
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
６
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
ま
で

☎
０
９
９（
２
２
５
）６
１
４
８

全
国
一
斉
法
務
局

休
日
相
談
所

⃝
�

日
時
＝
９
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
受
け
付
け

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧

島
支
局

■
相
談
の
内
容

⃝
�

登
記
＝
土
地
建
物
の
売
買
・
相

続
、
境
界
問
題
、
抵
当
権
の
抹

消
、
住
所
の
変
更
、
建
物
の
滅

失
な
ど
。

⃝
�

戸
籍
・
国
籍
＝
戸
籍
届
け
出
、

〈
傾
聴
〉

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳

を
傾
け
る
。

◦�

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
時

間
を
か
け
て
、
で
き
る
限
り
傾

聴
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や

気
持
ち
を
否
定
し
た
り
、
表
面

的
な
励
ま
し
を
す
る
こ
と
は
逆

効
果
で
す
。
本
人
の
気
持
ち
を

尊
重
し
、
共
感
し
た
上
で
、
相

手
を
大
切
に
思
う
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

〈
つ
な
ぎ
〉

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

年
金
相
談

⃝
�

日
時
＝
９
月
21
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
小
研

修
室
※
相
談
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

⃝
�

必
要
書
類
＝
相
談
者
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
。

◎�

＝
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９
（
２
９

５
）３
３
４
８
、保
険
年
金
課
国

民
年
金
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８

８
６

約
を
結
ん
で
し
ま
い
、
悪
徳
商
法

の
被
害
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
々
を
保
護
し
、
支

援
す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と

に
よ
り
後
見
人
な
ど
が
選
任
さ
れ
、

本
人
に
代
わ
っ
て
代
理
権
や
同
意

権
を
行
使
し
て
、
本
人
を
保
護
し

ま
す
。

◎�

＝
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
☎

０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５
、

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
鹿

児
島
支
部
☎
０
９
９（
２
５
１
）

５
８
２
２

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
じ
め
ら
れ

て
、
一
人
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

も
し
、
周
り
の
誰
に
も
相
談
で
き

な
い
と
き
、
法
務
局
の
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
無
料
で
電
話
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
い
じ
め

で
悩
ん
だ
時
、
一
人
で
抱
え
込
ま

な
い
で
、
ぜ
ひ
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０

（
０
０
７
）
１
１
０
【
ぜ
ろ
ぜ

ろ
な
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
】

◎�

＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
総
務
課
☎（
45
）０
０
６
４

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

◦�

身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
自
然
な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
、

あ
せ
ら
ず
優
し
く
寄
り
添
い
な

が
ら
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

◦�

必
要
に
応
じ
、
頼
れ
る
人
と
連

携
を
取
り
、
専
門
家
に
情
報
提

供
し
ま
し
ょ
う
。

※�

本
市
で
は
、
心
の
相
談
も
月
２

回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◎�

＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

W elfare ◎福祉情報C onsultation ◎相談 H ealth ◎健康情報

施　　設　　名 住　所 電話番号
国分府中デイサービス内 国分府中町13-15 ☎（48）6603
地域交流・介護予防拠点敷根
（小規模多機能ホーム敷根に併設） 国分敷根1028-2 ☎（73）6378

介護予防拠点日輪荘
（グループホーム陽だまり日輪荘内） 国分広瀬2-29-37 ☎（55）0700

地域交流スペース
（地域サポートセンターよいどこいに併設）国分府中町17-8 ☎（48）8877

フラワーホーム（隠居長屋ろんち内） 溝辺町麓947-3 ☎（58）3714
そよかぜ（隼人尚愛会病院隣） 隼人町小田252-4 ☎（43）2222
小規模特別養護老人ホーム日当山の家 隼人町松永1171 ☎（43）6670
介護予防センターこころ（杉安病院内） 霧島田口2143 ☎（57）1221

介護予防拠点一覧
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

然と文化に触れる体験プログラムを作成しました。修学
旅行などの団体旅行を誘致する目的で新たに企画した
体験メニューですが、内容の充実化を図るために「自然
体験モニターツアー」を開催します。
⃝�日時＝９月16日（日）午前10時～午後３時30分
⃝�場所＝福山港周辺
⃝�対象者＝霧島市内の中学生、高校生
⃝�定員＝40人（先着順、定員になり次第締切り）
⃝�参加料＝無料
⃝�内容＝黒酢ブリ餌やり体験見学（黒酢ブリを使ったお

弁当あり）、黒酢工場見学、歴史散策（福山）。
⃝�申込期間＝９月４日（火）～ 12日（水）※必着
⃝�申込方法＝指定の応募用紙に必要事項を記入の上、

観光課へ郵送または持参。（ファクス不可）参加希望の
方は、事前に連絡ください。
・ ＝観光課観光ＰＲグループ  ☎（64）0895

メディアセンター主催講座
５０１／デジカメ写真加工講座入門コース
⃝�期日＝10月23日（火）、24日（水）
５０２ ／デジカメ写真加工講座ステップアップコース
⃝�期日＝10月25日（木）、26日（金）
⃝�受講料＝1,000円
⃝�時間＝午前９時30分～午後３時30分
⃝�会場＝メディアセンター
⃝�定員＝20人
⃝�申込方法＝往復はがきに講座番号、講座名、住所、氏

名、電話番号を記入し郵送。
⃝�申込締切＝10月９日（火）必着
⃝�受講決定＝はがきで通知（申込多数の場合は抽選）

・ ＝メディアセンター ☎（64）0919、
〒899-4394　国分中央三丁目45-１

国際交流ダンス教室
国際交流員と今、話題のベリーダンスを学びませんか。

運動しながら国際交流をしましょう。
⃝�日時＝９月18日、10月２日、16日、30日（火曜、全４回）、

午後６時30分～８時（一回だけの参加も可能です）
⃝�場所＝国分公民館４階音楽室
⃝�定員＝15人（申込多数の場合は抽選）
⃝�対象者＝中学生以上の女性
⃝�参加料＝無料
⃝�申込期限＝９月14日（金）

・ ＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914

国際料理キッチン
メキシコ料理のコーントルティーヤとエンチラーダを作

り、味わいながら国際交流員たちと異文化の交流をしま
せんか。
⃝�日時＝９月25日（火）午後６時～８時30分

⃝�場所＝国分公民館２階調理実習室・講義室
⃝�定員＝15人（申込多数の場合は抽選、少数の場合は中

止になることがあります）
⃝�参加費＝500円（保険料込み）
⃝�申込期限＝９月18日（火）

・ ＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914

自衛官募集について

＝自衛隊鹿児島地方協力本部国分地域事務所
☎（45）1836

サンあもり自主講座自主講座生募集

⃝�申込方法＝直接または電話で。
⃝�申込期限＝定員になり次第。

・ ＝サン・あもり  ☎（43）3373

天降川地区共同利用施設自主講座生募集
■手作りみそ講座 
⃝�日時＝９月26日（水）午後１時～３時、９月28日（金）午

前10時 ～正午（全２回）
⃝�定員＝12人（成人男女）
⃝�準備するもの＝エプロン、三角巾、筆記用具
⃝�受講料＝1,500円（材料費込み）１人当たり約５㌔のみ

そを持ち帰りできます。
⃝�申込方法＝直接または電話で。
⃝�申込期限＝定員になり次第。

・ ＝天降川地区共同利用施設  ☎（43）1951

お知らせ
霧島市福祉手当を支給します

重度心身障がい児、重度心身障がい者および災害遺
児の福祉増進を目的として、霧島市福祉手当が支給され
ます。ただし、特別障害者手当などの受給者は除きます。
受給資格のある方は、長寿・障害福祉課、隼人福祉課、各
総合支所市民福祉課で申請してください。
※�平成23年度に霧島市でこの手当を受給された方は、申

請の必要はありません。
⃝�受給資格者＝平成24年10月１日現在、霧島市に継続し

て１年以上住所を有し、次のいずれかに該当する方。
◦�身体障害者手帳１級または２級を所持する方。
◦�療育手帳Ａ、Ａ１、Ａ２を所持する方。
◦�身体障害者手帳３級と療育手帳Ｂ１を合わせて所持す

る方。
◦�精神保健福祉手帳１級を所持する方。
◦�不慮の災害のために父母の両方もしくは一方が死亡し

た義務教育終了前の方。ただし、父または母が婚姻関
係（事実上の婚姻を含む）に至った方は除く。
⃝�必要なもの＝申請する方の印鑑（認め印可）、身体障害

者手帳、療育手帳または精神保健福祉手帳、本人名
義の通帳。
⃝�手当の額＝年額10,000円（ただし、10月１日現在で手

帳の交付を受けてから６か月未満の方は5,000円）
⃝�受付期間＝10月１日（月）～ 12日（金）※期間厳守
＝長寿･障害福祉課障害福祉グループ  ☎（64）0995

防災行政無線の全国一斉自動試験放送
津波警報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報といった

対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、人工
衛星を用いて国から住民に直接緊急情報を自動的かつ瞬
時に伝達するシステムを本市では導入しています。

このシステムの全国一斉の試験放送が下記の日程で行
われます。お近くの防災行政無線のスピーカーもしくは戸
別受信機などからサイレンや音声が流れますが、あくまで
も試験放送です。特別な対応は必要ありませんのでお知
らせします。
⃝�放送内容＝「これは、試験放送です」を３回繰り返し、

終わりのチャイムが鳴り試験放送終了です。
⃝�試験放送日＝９月12日（水）  午前10時から（１回目）、 

午前10時30分から（２回目）
＝安心安全課  ☎（64）0997

または隼人地域振興課、各総合支所地域振興課

就業構造基本調査を実施
平成24年10月１日現在で就業構造基本調査を実施し

ます。この調査は「統計法」に基づき、国民の普段の就
業・不就業の状態を詳細に把握することにより、雇用政
策をはじめ経済政策などに必要な基礎資料を得ることを
目的としています。調査結果は、雇用に関する各種政策の
立案などの貴重な資料となります。

９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布
します。記入していただいた調査票は厳重に管理し、統
計の作成に関する目的以外に使用することはありません。
※対象は任意に抽出された一部の世帯です。
＝企画部情報政策課統計グループ  ☎（64）0933

秋の全国交通安全運動
⃝�実施期間＝９月21日（金）～ 30日（日）
⃝�スローガン＝「ルールとマナー乗せて走ろう秋の道」
⃝�運動の最重点＝子どもと高齢者の交通事故防止
⃝�運動の重点
◦�夕暮れ時と夜間の歩行中、自転車乗車中の交通事故

防止（特に反射材用品などの着用の推進や自転車前照
灯の点灯の徹底）。

◦�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底。

◦�飲酒運転の根絶。
※�夜間、歩行中の交通事故を防ぐため、お出かけの際は

明るい服装に心掛け、反射材を持ち物に着けるなどの
活用をお願いします。
＝安心安全課交通防犯グループ  ☎（64）0997

不活化ポリオワクチン予防接種について
市では例年、生ワクチンを口から投与するポリオ予防

接種を、春（５月～６月）と秋（11月～ 12月）に保健センター
で実施していましたが、国が予防接種実施規則の一部を
改正し、９月１日からポリオの定期予防接種については、
不活化ワクチンを使用した注射で行うことになりました。
このため、市でのポリオ予防接種も、秋の集団接種は行
わず、医療機関での個別接種に移行する予定です。

個別接種の開始時期につきましては、現在のところ調
整中で、今年度の通知対象者には、改めて詳細を通知し
ますが、それ以外の年齢の方は問い合わせください。
＝健康増進課健康増進グループ  ☎（64）0905

募　集
自然体験モニターツアー参加者募集

霧島錦江湾国立公園の誕生を記念し、海岸沿いの自

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

看護学生 高卒（見込み含む）
24歳未満の方

10/1（月）
まで

10/20（土）

防衛大学校学生
高卒（見込含む）
21歳未満の方

11/10（土）、11（日）

防衛医科大学校
学生 10/27（土）、28（日）

講　座　名 日　時 開講日 受講料 定員

太極拳
10月～ 12月
(毎週金曜)

14：00 ～ 15：30
(全10回)

10月 5日(金) 4,000円 20人

ハタヨガ
～初級クラス～

10月～ 12月
（毎週火曜）
19：00～ 20：10
（全10回)

10月９日（火） 4,000円 21人

もっときれいに
スローフロー

ヨガ

10月～ 12月
（毎週水曜）
19：00～ 20：30
（全10回）

10月10日(水) 4,000円 21人

骨盤
エクササイズ

10月～ 12月
（毎週月曜）
９：45～ 10：50
（全10回)

10月15日（月） 4,000円 30人

たのしいテニス
（初級者向け）

10月～ 12月
（毎週火曜）
9：30～ 11：30
（全10回）

10月16日（火） 3,500円 15人
（成人男女）
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

私
は
母
に
な
っ
た
孫
に
教
え

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

孫
の
４
か
月
と
２
歳
10
か
月
の
息

子
が
、
実
家
に
帰
る
新
幹
線
の
中

で
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
人
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
泣
き
た
く

な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
時
は
「
私
の
一
生
の
う
ち
の

今
の
時
間
だ
け
頑
張
ろ
う
」
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
、
ま
た
、
嫌
な

こ
と
が
あ
る
た
び
に
「
こ
れ
は
一

生
の
う
ち
の
今
の
時
間
だ
け
」
と

思
う
と
子
ど
も
の
笑
顔
を
見
る
余

裕
が
で
き
る
と
の
こ
と
。

私
も「
一
生
の
う
ち
の
今
だ
け
」

こ
の
言
葉
で
く
よ
く
よ
せ
ず
後
の

時
間
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
佑
・
良
の
ひ
ば
ば
72

歳
女
性
）

●

大
人
に
な
っ
た
お
孫
さ
ん
か
ら

生
き
方
を
教
わ
る
な
ん
て
す
て
き

で
す
ね
。
嫌
な
こ
と
の
後
に
は
良

い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

く
よ
く
よ
せ
ず
前
向
き
に
。

夏
休
み
、
朝
早
く
か
ら
子
ど

も
ら
の
元
気
な
声
が
聞
こ

え
る
の
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
時
間
。

今
で
は
「
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
の

仕
方
も
忘
れ
た
な
」
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
今
月
の
「
元
気
き
り
し

ま
っ
子
」
に
向
花
小
学
校
の
ラ
ジ

オ
体
操
特
訓
の
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
目
的
は
ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ

て
体
も
心
も
成
長
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
記
事
を
読

み
、
向
花
小
学
校
に
行
く
２
年
生

の
孫
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。（
霧
島
人
60
歳
男
性
）

●

夏
休
み
期
間
中
毎
日
、
眠
い
目

を
こ
す
り
な
が
ら
、
家
か
ら
ラ
ジ

オ
体
操
を
す
る
場
所
ま
で
歩
い
て

行
っ
た
か
わ
い
か
っ
た
こ
ろ
の
自

分
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
は
福
岡
県
か
ら
温
泉
治
療

を
し
よ
う
と
思
っ
て
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
一
番
驚
い
た

の
は
水
。
美
味
。
ご
は
ん
、
野
菜
、

お
い
し
い
で
し
た
。
福
岡
県
は
断

水
が
時
々
あ
っ
て
花
に
水
を
や
る

の
も
気
に
な
る
く
ら
い
で
す
。
霧

島
市
は
水
が
多
い
の
に
び
っ
く
り

で
し
た
。
人
々
の
心
も
優
し
い
で

す
。
北
九
州
市
の
友
人
や
親
戚
に

国
分
に
引
っ
越
し
て
お
い
で
と
話

し
て
い
ま
す
。
書
き
た
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
。
と
に
か
く
、
鹿
児
島

県
は
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

桜
島
や
新
燃
岳
は
財
産
で
す
ね
。

（
吉
田
桂
子
73
歳
女
性
）

●

地
域
活
性
化
策
と
し
て
国
分
・

隼
人
の
市
街
地
を
除
く
地
域
に
住

宅
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
し
た

転
入
者
に
補
助
金
支
給
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
宣
伝
を
。

隼
人
港
か
ら
意
外
と
近
い
と

こ
ろ
に
あ
る
神
造
島
（
辺

田
小
島
・
弁
天
島
・
沖
小
島
）
一

周
の
素
晴
ら
し
い
島
巡
り
を
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
途
中
カ

タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
「
い
け
す
」
か

ら
大
き
な
漁
船
に
積
み
上
げ
る
作

業
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

弁
天
島
に
上
陸
し
て
島
を
歩
き

き
れ
い
な
貝
殻
も
見
つ
け
ま
し
た

が
、
ご
み
も
目
に
つ
き
ま
し
た
。

新
た
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た

海
域
公
園
地
区
で
す
。
一
人
一
人

が
海
を
汚
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け

る
こ
と
で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

種
類
の
魚
が
生
息
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

定
期
船
が
出
て
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
や
家
族
が
訪
問
で
き
る
観
光

地
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

（
Ｍ
・
Ｋ
66
歳
女
性
）

●

同
じ
場
所
で
も
陸
と
海
か
ら
と

で
は
風
景
が
違
っ
て
見
え
ま
す
。

海
に
出
て
そ
こ
に
住
む
生
き
物
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
大
切
に
す

る
心
も
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

月
に
一
度
の
移
動
図
書
館
、

３
人
の
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
３
歳
の

長
女
は
私
が
忘
れ
て
い
て
も
音
楽

が
流
れ
る
と
す
ぐ
「
マ
マ
、
図
書

館
来
た
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

大
き
な
バ
ス
が
本
を
運
ん
で
来
て

中
に
も
入
れ
る
な
ん
て
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
た
ら
す
ご
く
う
れ
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
喜
び

し
ま
す
よ
。

親
も
忙
し
い
育
児
の
中
、
図
書

館
へ
な
か
な
か
行
け
な
い
の
で
助

か
り
ま
す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
方
、
お
勧
め
で
す
よ
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
楽
し
み
を
運

ん
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
ラ

ノ
ン
'S
マ
マ
30
歳
女
性
）

●

音
楽
が
聞
こ
え
た
瞬
間
、
う
れ

し
そ
う
に
飛
び
出
し
て
行
く
姿
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。
移
動
図
書
館

に
つ
い
て
は
国
分
ま
た
は
隼
人
図

書
館
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

蒸
し
暑
い
日
中
を
過
ぎ
、
夕

刻
に
な
る
と
多
く
の
方
が

歩
い
て
い
ま
す
。
夏
と
い
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
皆
さ
ん

白
っ
ぽ
い
明
る
い
服
装
で
、
運
転

し
て
通
過
す
る
側
は
助
か
り
ま
す
。

で
も
冬
と
い
う
か
寒
く
な
っ
て

く
る
と
黒
っ
ぽ
い
服
装
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
ド
キ
ッ
と
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。
年
に
一
回
の

「
敬
老
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
の
方
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
「
光
る
タ
ス
キ
」
を
お
願

い
し
ま
す
。
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
は
夕
方
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

早
朝
４
時
か
ら
歩
く
途
中
で
命
を

亡
く
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
今
年
の
冬
は
そ
ん
な
悲

し
い
こ
と
が
１
件
で
も
減
り
ま
す

よ
う
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
マ
マ
52
歳
女
性
）

●

光
る
タ
ス
キ
は
と
て
も
有
効
。

明
る
い
服
と
暗
い
服
で
は
視
認
性

も
違
う
の
で
、
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
時
は
明
る
い
服
装
を
身
に

付
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

千
葉
県
で
働
い
て
い
て
、
盆
、

正
月
に
は
毎
年
の
よ
う
に

隼
人
の
実
家
に
帰
省
し
ま
す
。
こ

の
た
び
、
国
立
公
園
と
し
て
、
新

た
に
錦
江
湾
奥
の
海
浜
地
区
が
指

定
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。
か
ね
て
か
ら
気
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
隼
人
の
清

水
浜
か
ら
永
浜
に
か
け
て
の
国
道

10
号
沿
い
が
雑
草
な
ど
で
覆
わ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
は
錦
江
湾
、
神
造
島
、
桜
島

が
目
の
前
に
広
が
る
景
勝
地
で
あ

り
、
か
つ
て
は
き
れ
い
な
景
観
を

カ
メ
ラ
に
収
め
た
こ
と
も
あ
る
ほ

ど
の
場
所
で
す
。

国
立
公
園
の
指
定
と
は
い
さ
さ

か
離
れ
た
場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
観
光
立
県
の
鹿
児
島
と
い
う
視

点
か
ら
も
行
政
の
力
で
き
れ
い
な

景
観
を
取
り
戻
せ
な
い
も
の
か
と

願
っ
て
い
ま
す
。（
竪
山
幸
男
59

歳
男
性
）

●

市
で
は
国
道
事
務
所
に
定
期
的

な
除
草
な
ど
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
が
、
民
有
地
も
あ
り
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
道
路
の
一
部

を
道
路
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
希
望
団
体
は
建
設

施
設
管
理
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

思
い
出
の
味
」
コ
ー
ナ
ー
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
も
の
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
し

て
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
に
す
る
の
も
い

い
で
す
ね
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
一
緒

に
載
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
読
み

返
し
な
が
ら
食
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。（
あ
っ
く
ん
35
歳
女
性
）

●

「
あ
っ
っ
く
ん
」
さ
ん
の
思
い

出
の
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ

ん
か
ら
の
「
思
い
出
の
味
」
も
募

集
中
で
す
。

さ
つ
ま
狂
句　

題
「
計さ

ん

算に
ょ

」

千
秋
楽　

計
算
狂
っ
た

横つ

綱な

相
撲

東
北
の
計
算
出
来
ず
の

大
津
波

（
東
芦
谷
吉
男
さ
ん
86
歳
男
性
）

こ
の
他
に
５
通
の
お
は
が
き
が

あ
り
ま
し
た
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.150/2012.9）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中からホ
テル京セラのペアランチチケット
を５人の方にプレゼント。応募締
め切りは９月20日（木）当日消印
有効です。当選の発表は、商品の
発送をもってかえさせていただき
ます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

瀬戸口ムツ子さん（国分）
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夢
が
目
標
に
か
わ
る
瞬
間

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

「
わ
た
し
の
夢
は
大
人
に
な 

っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
行
く
こ
と
で
す
」
こ

れ
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
大
活
躍

を
し
、
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
新

鍋
理
沙
選
手
が
牧
之
原
小
学
校

２
年
生
の
時
に
書
い
た
作
文
で

す
。
ご
両
親
の
愛
情
、
指
導
者

の
情
熱
、
仲
間
と
の
絆
を
力
に
、

そ
し
て
何
よ
り
自
分
自
身
と
の

闘
い
に
勝
ち
、
彼
女
は
14
年
後

に
そ
の
夢
を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
こ
ろ
、

日
当
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
全
国
大
会
で
見
事

準
優
勝
に
輝
き
「
将
来
は
新
鍋

選
手
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
活
躍
し
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
国

分
中
央
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
に
通
い
、
８
年
後
に
本
県
で

開
催
予
定
の
国
体
で
も
活
躍
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

新
鍋
・
前
田
両
選
手
は
私
た

ち
に
夢
と
感
動
を
与
え
、
努
力

に
よ
っ
て
夢
は
実
現
す
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
い
つ
か
は
」
と
願
う
だ
け

な
ら
夢
。「
い
つ
ま
で
に
」
と

達
成
時
期
を
決
め
た
瞬
間
に
夢

は
目
標
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
夢
を
実
現
す
る

生
き
方
と
家
族
や
仲
間
の
絆
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◎人口／128,257人（＋368）
男性／ 61,679人（＋114）
女性／ 66,578人（＋254）
出生121人／死亡 99人
転入376人／転出347人
◎世帯数／58,822世帯（＋154）

（平成24年８月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

10月５日に上野原縄文の森は開園10
周年を迎えます。縄文時代にはどんな
人たちが住んでいたのでしょう。どん
ぐりの実、イノシシの肉、貝、魚、自
然から得られるもを食べ、竪穴式住
居を造り、家族が一つ屋根の下で暮
らしていたのでしょうか。そんなことを
思いながらカメラを手にしていると遠く
に人影が…。「まさか、縄文人」夢中
でカメラのシャッターを押しました。

現代人？それとも縄文人？
8月23日  午後１時３分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 〜135㎜
F3.5~5.6　1/1600 　F4.0　ISO200

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

上野原縄文の森は何度か行ったことがあるが、今回の取材で縄文の
新しい魅力をたくさん知った。連穴土坑で燻製した肉や魚の香ばし

い匂い。集石遺構で蒸し焼きにしたホクホクのじゃがいも。9500年も前
の文化がこんなに進んでいたことに感動。あー、一口食べたかった（う）

何気なく表紙を見た（う）さんが、「150号なんですねえ」と言う。本
当だ。今月号は記念すべき150号。そんな記念すべき広報誌

にオリンピック選手が二人、しかも銅メダルが載っている。私たちは誓
う。「次はもっとたくさんのメダルを載せたい」だから誰か頑張って（た）

私の地元、“ 福山の星 ” 新鍋選手。市役所であったバレーボール応
援会では声がかれるまで応援しました。特に、あの中国戦は私に

とって忘れることのできない一戦になりました。自分の夢、そしてみんなの
夢をかなえた新鍋選手。地元から素晴らしい選手が出て誇りに思う（は）

最終戦後に見せた前田美順選手の笑顔は印象的でした。予選敗退
ではありましたが、その満足げな表情は4年前よりも輝いて見えま

した。前田選手は「勝つことだけが全てではない。自分のプレーを出せる
かが大切」。あの最高の笑顔は、スポーツの真髄を教えてくれました（み）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

9PRESENTS お便りをくださった方の中から

今月の表紙

力
満
点
で
す
。
来
場
さ
れ
る
方
は
、

地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
お
盆
で

帰
省
さ
れ
た
方
な
ど
、
多
い
時
は

約
１
０
０
０
人
の
観
客
が
あ
り
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
の

方
や
保
育
園
児
の
踊
り
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
会
場
全

体
に
呼
び
か
け
て
行
わ
れ
る
総
踊

り
。
田
舎
の
小
さ
な
学
校
で
行
わ

れ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
有

志
や
青
年
団
員
、
高
校
生
、
保
育

園
児
が
中
心
と
な
っ
て
、
開
催
に

〈随ずいそう想〉

か
か
る
経
費
の
た
め
の
資
金
と
し

て
、
地
区
内
を
一
軒
一
軒
回
っ
て

お
願
い
す
る
寄
付
金
集
め
か
ら
始

ま
り
ま
す
。　

当
日
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
内
容
を

考
え
た
り
、
花
火
業
者
と
打
ち
合

わ
せ
た
り
、
当
日
の
会
場
近
辺
の

警
備
な
ど
、
本
当
に
一
か
ら
全
て

手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

私
が
関
わ
り
始
め
た
の
は
高
校

生
の
こ
ろ
か
ら
で
し
た
。
当
時
の

青
年
団
の
人
数
は
３
人
く
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
地
元
の
同

級
生
や
、
先
輩
、
後
輩
、
み
ん
な

で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
活

動
を
し
て
い
く
中
、
自
分
た
ち
の

悩
み
や
楽
し
み
を
共
有
す
る
事
に

よ
っ
て
、
よ
り
深
い
絆
を
結
ぶ
事

も
で
き
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
も

地
元
に
残
っ
た
者
は
青
年
団
に
入

り
先
輩
方
の
後
を
引
き
継
ぎ
活
動

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
４
年
前
に
青
年
団
の

団
員
数
減
少
や
諸
事
情
で
、「
竹

子
盆
踊
り
の
夕
べ
」
は
現
在
は
開

催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
の
父
た

ち
が
青
年
の
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
30
数
年
続
い
て
き
た
歴
史
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
で
き
て
い
な

い
現
況
は
寂
し
い
で
す
し
、
こ
の

盆
踊
り
の
夕
べ
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
多
く
の
方
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
盆
踊
り
の

夕
べ
の
一
番
最
初
の
話
と
し
て
、

地
元
の
保
育
園
で
開
催
さ
れ
て
い

た
盆
踊
り
に
青
年
団
が
関
わ
る
こ

と
で
「
規
模
を
大
き
く
し
よ
う
」

「
花
火
を
上
げ
よ
う
」
と
い
う
意

見
か
ら
そ
れ
を
実
行
し
、
今
に
至

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
覚
え
が
あ

り
ま
す
。

Profile

はぎいわ  しゅういちろう（33）
霧島市溝辺町竹子出身、高校
卒業後、実家を継ぎ㈲はぎい
わ農園へ就農し、「ブドウ・ナ
シ」を栽培。高校時代は、高校
生クラブに所属。卒業後は地
元溝辺町青年団へ入団し、さ
まざまなイベントやボラン
ティア活動に取り組む。

地元の力が
私たちを育ててくれる

◎剥岩  修一郎

「
や
っ
ぱ
い
よ
か
な
あ
」「
こ
い

が
な
か
と
な
あ
」「
や
っ
ぱ
い

竹た
か
ぜ子
じ
ゃ
っ
ど
」
小
学
校
の
校
庭

で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
仕
掛
け
花
火

を
見
ら
れ
た
方
か
ら
あ
り
が
た
い

言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。毎

年
、
８
月
14
日
に
私
の
地
元
、

溝
辺
町
竹
子
地
区
で
は
「
竹
子
盆

踊
り
の
夕
べ
」
が
竹
子
小
学
校
校

庭
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
会
場
ス
テ
ー
ジ
か
ら
す
ぐ
そ

ば
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
は
迫

意
見
を
言
う
こ
と
は
簡
単
で
す

が
、
そ
れ
を
形
に
し
、
実
行
し
て

い
く
、
そ
れ
が
青
年
団
で
す
。
一

人
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
く

の
も
青
年
団
で
す
。

現
在
、
市
町
村
合
併
や
生
活
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
青
年
団
は
団

員
数
は
も
と
よ
り
、
青
年
団
自
体

も
減
少
し
て
る
の
が
現
状
で
す
。

地
域
を
、
思
う
気
持
ち
が
地
域

を
興
す
力
に
も
な
る
と
私
は
考
え

ま
す
。
小
さ
な
声
を
大
き
な
力
に

変
え
て
い
き
な
が
ら
、
私
を
育
て

て
く
れ
た
大
切
な
地
元
を
盛
り
上

げ
、
そ
し
て
ま
た
竹
子
盆
踊
り
の

夕
べ
が
復
活
す
る
よ
う
に
、
地
域

の
方
と
若
手
が
手
を
取
り
合
い
一

緒
に
頑
張
り
ま
す
。

今
が
旬
の
は
ぎ
い
わ
農
園
の
ブ
ド
ウ
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